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はじめに

社会移動においてみられる､社会階層が再生産 されるとい う構造は､属性原理､

すなわち本人の能力や業横 とは無関係に､家庭の水準や家柄､親の根業や学歴､

出身地域 といった属性的要因によって本人の到達階層が決まってしま うとい う原

理が社会で幼いていることに対応 している｡近代的な教育機関は､能力主義を原

則 として運営されるものだから､属性原理から個人を開放するもの とみなされる｡

だが､学校では､能力主義の原則 とは裏腹に､その選抜過程のなかに階層の再生

産が凍拍されることになる｡学校での成親も､進学する高校のタイプ (普通科か､

槻薬科か)も､進学す

る大学のタイプも階層によって 表 1- 1 泉の職業､学歴 と大学ランク*1

それぞれずいぶんと異なってく

るのである*2｡一例として､社

会階層 と大学ランク別進学機会

との関係を表 1- 1にあげてお

く｡

この階層の再生産の癖輪は､

教育棟朋の運営にあたって能力

主義が貫かれることの社会的機

能に次のような逆説をもたら

す｡つま り､このとき教育機関

は､属性原理によらない､能力

主義にもとづいた選抜とい うみ

かけを教育資格の保有者にあた

えることで､かえって階層の再

生産を正統化 してしまうとい う

大学の入学♯あま

父8[の●兼 70- 60-69 50.←58

書門的■兼 7.6 8.6 6.1
大企兼の管理t以上 28.0 18.5 8.一
官公庁の管理●以上 2.3 6.8 4.7

大金atのホワイトカラー(f可tを除く) 8.8 7.1 6.3
官公庁のホワイトカラー(fgtを除く) 3.8 I.3 4,1

中小企*のホワイトカラー(f珪tをBRく)大金兼のプJL'-カラー 8.3 5.72.8 6.33.7
中小金井のプル-カラー 2.3 4.1 8.7
公 のブルーカラー - .-... 1.4

A#** 3.3 1.8

百官♯その他 17.A 14.2 22.9

父親のJL柊学ZE 70- 60-69 50-59

大学族 5.3 3.3 1.8
大学 Bl.一 38.9 28.2

堤苅大学.書円学校.高書 1.8 2.一 3.2
高枕 23.5 37.9 47.2
中学 3.8 ll.4 13.7

母親のJL牲筆圧 70- 80-69 50-5○

塩桐大学.書円半枚.高書 20.5 18.0 1一.5
74枚 43.2 56.4 58.7

中学その他 9.5 13.70.2

*1苅谷(1995)p.98より

*2社会階層と教育達成の関係にかかわる諸研究については､苅谷 (1995)による包括

的なレヴューがある｡pp.59-104
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逆機能を果たしてしま うことになるのである｡こうした教育槻関の錬金術的性格

は､P.プルデューによる社会階層の再生産をめぐる議論から得 られる知見の一つ

である｡*3

教育におけるこのような逆説的なメカニズムが見過 ごされやすいのは､階層再

生産の癒輪が文化的過程 とい う不可視的な過振を媒介にして展開するからである｡

逆に言 うと､プルデューが､教育機関の逆機能の成立条件 となる迂回路をとらえ

ることができたのは､階層現象をとらえる枠組みに文化的過程を組み込んでいる

からである｡ この枠組みのもとで強調されるのは､階層内にみ られる特定の文化

的行動様式や噂好､思考様式､すなわち階層文化であり､階層文化およびその序

列化が他の階層から自らを区別 し卓越化 しようとする運動の うちに組み込まれて

いることである｡社会関係のなかにある諸個人はこうした運動に多面的に組み込

まれてお り､それ らを通 じて自らの趣味を形成 していく.こうして身につけられ

た階層的文化特性は､さまざまな社会的な場 (教育機関もその一つである)にお

ける評価､選抜を通 じて諸個人を序列化 し社会空間のなかに配置す るうえでの指

標 となる｡その一方で,階層化のための評価 ･選抜を行 う場は､文化特性に序列

をあたえる評価軸をめぐってくりひろげられる階層間闘争に組み込まれている｡

われわれの関心は､わが国の社会において､こうしたプルデュー的な社会的連

関が消費の局面においてどのようにはたらいているのかを明らかにすることであ

る｡プルデューの理論的枠組みに啓発されて行われた､わが国における階層文化

の研究に､藤田 ･宮島他 (1995)がある｡彼 らの調査は､青帯能力､文化趣味､性

的役割､職業志向と多岐の項 目にわたるが､ここでは文化趣味および文化行動に

かかわる項目の調査結果に注 目する｡ この項 目が､文化 ･芸術の領域における消

斉行動 と関連するものだからである｡

大学生を対象とする藤田 ･宮島らの嗣査では､文化趣味と出身階層間との間に

明確な関係がみられなかった｡ どの出身階層でも最もよく好まれるのは､ r四

季｣や, rE.T.｣や､ r晩鐘｣といった作品である｡フランスにおけるプル

デューの音楽作品を対象 とした類似の調査では､経営者 ･管理機 ･専門塀からな

*3藤田 ･宮島他 (1987)､竹内(1995)pp.24-27
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る上流階級では､ ｢四季｣､ ｢ハンガ リー狂詩曲｣､ rアイネクライネ ･ナハ ト

ムジーク｣が上位 を占めるのに対 し､中間階級や庶民階級では ｢美 しき青き ドナ

ウ｣､ rハ ンガ リー狂詩曲｣､ rアル ルの女｣が上位を占めている｡ こうした対

照がわが国の調査ではみられなかったのである (表 1- 2)｡

表 1- 2 出身階層による文化趣味の塀位*4

出身階層 軽嘗者 .書門耽 中下級管理職 自 営 業 雇用労働者

最 多 四季(71.6) 四季(74.9) J四季(69.2) 四季(65.7)
E.T.(59.0) E.T.(64.1) E.T.(56.2) E.T.(58.8)

一升稚内人々(27.5) 冬の旅(26.7) 冬の旅(22.3) 気狂いELP(15.7)
気狂いt'lP(15.6) 東京物語(15.2) 東京物賢く14.6) 東京物欝(14.7)
東京物清く12.5) 気狂いFltZ(15.0) 気狂い出口(10.8) ーラン1i柏人々(13.7)

(数字は r好き (共味がある)｣の%)

この 2つの訴査の相異なる帰掛 ま､プルデューの嗣査での階層は本人の所属階

層であるのに対 し､ 日本の訴査での階層は出身階層だとい う違いか ら生 じた とみ

なすこともできる｡ しか し､そ うだとす ると､本人の文化的行動様式 と出身階層

とのあいだには関連がないとい うことになり､出身階層のなかで育成 される文化

的行動様式の差異の存在を否定することになって しま う｡一方で､出身階層 と

到達学歴の違いとのあいだには関連がみ られ るのであるから､文化的行動様式に

対する出身階層の影響を全 く否定 して しま うこともできないのである｡

興味深いのは､ 日本におけるその同じ粥査のなかで､ ｢クラシックコンサー ト

に行 く｣ という項 目ではかな りの階層差がみ られ ることである (表 1-3)｡す

なわち､先ほどの文化趣味 と出身階青 との間でみ らる関係 とあわせて考えると､

クラシックのコンサー トに足を運ぶか どうかについては異なる行動 レベルにある

人たちが､その趣味や噂好,すなわち r四季｣や r冬の旅｣や ｢浄められた夜｣

といった音楽作品を好きかどうかについてはほぼ同 じものを共有 しているとい う

*4藤田 ･宮島他 (1992)より
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ことになる｡

表 1-3 父親の頼業階層別の文化行動●5

経営者､ 中下級 自営業 雇用労
専門職 管理職 働者

クラシックコンサー トに行 く 46.8 45.8 31.5 38.0

*数字は､ rかな りある｣のハl一センチ-シ'×2 +｢少 しあるJのハ●一センチ-シ●

したがって,出身階層のなかで形成 された文化的行動様式の差異が､趣味や噂

好のレベルにおいても顕在化することを妨げるよ うなかたちで機能する社会関係

のメカニズムがわが国に存在するとい う理論仮鋭 を等き出す ことができる｡それ

がどのようなメカニズムなのか､本稿ではその中身の解明にまで至るものではな

い｡今回のわれわれの調査のね らいは､消費にかかわる具体的な局面において､

出身階層 と文化的行動様式の結びつきが どのように顕在化するのかを親蕪するこ

とにある｡調査は､直接的には､特定の指標のもとで観察可能な社会的現象を対

象 としている｡ しか し､そこで放 り出 した現象は､社会関係の放物をお りなす複

数の糸の一つであることを忘れないようにしたい｡

今回のわれわれの調査の諌題は､文化 ･芸術消費の額域で示 され る､以上のよ

うな出身階層 と文化的行動様式にかかわる知見をもって､ファッシ ョン ･ブラン

ド消費の領域を対象にあらためてサーベイ網査を行い､大学生における出身階層

とファッシ ョン ･ブラン ドに対する噂好､選好の関係をとらえることにある｡ も

とより､限 られた調査の枠組みのなかで､出身階層 とファッション ･ブラン ド消

費にかかわる現象の全貌が明かになるわけではない｡今回の調査では､文化的行

動様式の再生産の強度が､趣味や噂好の レベル と行動の レベル とで異なるとい う

先ほどの仮税に基づき､調査票には､ファッシ ョン ･ブラン ドの噂好､選好につ

いての設問と､保有についての設問の 2つの設問を設けた｡あわせて､回答者の

出身階層 と到達学歴に牌わる設問を設けた｡以下では､調査票つの回答をもとに､

ファッション ･ブラン ドの薄好､及び保有 と階膚的特性の関係の分析を進めてい

く｡

*5藤田 ･宮島他 (1992)より
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訴査の概要

今回のサーベイ網査､以下のようなかたちで実施 した｡

対象を京阪神大都市圏の大学に通学する文科系学部の大学生とし､調査票の配

布を行った｡配布にあたっては､各大学の教官に依頼 して､クラス､ゼ ミの学生

に配布 していただいた｡一部､大学院生､大学生等に依頼 して友人等に配布 して

いただいたものもある｡

回答者のプライバシーにたちいった内容について記入を求める調査であるため､

基本的には､記入については､配布 された粥査索を自宅に持ち帰って記入するこ

ととし､回収については､回答者の住所､氏名を記入 していない封筒により､郵

送で回収 した｡一部､調査票の記入及び回収を授業時に行ったものもある｡ これ

についても､回答者を特定できないように､封筒に入れ､封をした うえで回収す

ることとした｡

訴査を行った期間は､1996年の 6月から7月にかけてである｡486葉を乾布 し､

337葉を回収 した｡回収率は､69.3%である｡ただし､回収 した337票の内 2葉に

ついては､回答者の通学先学校が調査対象外であったため無効 とし､以下の分析

の対象 とする回答からは除外 した｡

回答者の属性

ファッション ･ブラン ドに対する回答者の溝好をみる前に､今回の調査で得 ら

れたサンプルが､どのような特性をもった回答者によって構成 されているかを確

落 しておこう｡まず本筋でサンプルを構成する回答者 自身の属性を確落 し､次節

で回答者の属する世帯の属性を確認する｡

回答者自身の属性の構成は､以下の通 りである｡

回答者の性別については､回答者の60.5%が r女性｣､39.5%が ｢男性｣であ

る｡

回答者の通学先は､表 2- 1に示す25大学40学部である｡カテゴリー化 して侯

向をつかんでおくと､国公立 ･私立の別については､ ｢国公立大学｣が26.1%､

｢私立大学｣が73.9%となっている｡学部系統については､ r法学系統｣が12.3

-6-



表 2- 1 回答者の性別､及び通学先

性別 男性

女性

通学先大学 25大学

40学部

(国公立 ･私立)

国公立大学

私立大学

128(39.5%)

196(60.5%) 無回答 ･不明 =11

87(26.1%)

246(73.9%) 無回答 ･不明 =2

(学部系統)

法 41(12.3%)

軽済 ･経営 ･商 156(46.9%)

文 ･教育 ･社会 125(37.5%)

国際 ･外国舞 11(3.3%) 無回答 ･不明 =2

(偏差値)

65以上

55以上65未満

55未満

年

年

年

年

1

2

3

4

自宅 ･下宿 自宅

下宿

出身高校 北海道 ･東北

関東

中部

近畿

中国 ･四国

九州 ･沖縄

海外

134(40.3%)

90(27.0%)

109(32.7%) 無回答 ･不明 =2

60(19.2%)

78(24.9%)

151(48.2%)

24(7.7%) 無回答 ･不明 =22

226(67.7%)

108(32.3%) 無回答 ･不明 =1

4(1.2%)

ll(3.3%)

23く7.0%)

251(76.1%)

26(7.9%)

12(3.6%)

3(0.9%) 無回答 ･不明 =5

単位 :人､()内は構成比
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%､ ｢経済 ･経営 ･商学系統｣が46.9%､ ｢文 ･教育 ･社会系統｣が37.5%､

r国際 ･外国帯系競｣が3.3%となっている｡大学 ･学部の偏差値については､

｢65以上｣が40.3%､ ｢55以上65未満｣が27.0%､ ｢55未満｣が32.7%となって

いる*6｡

学年については､1年生が19.2%､2年生が24.9%､3年生が48.2%､4年生

が7.7%となっている｡

自宅 ･下宿の別については､自宅生が67.7%､下宿生が32.3% となっている｡

出身地については､通学 していた高校の所在地をたずねているが､ ｢北海道 ･

東北｣が1.2%､ r関東｣が3.3%､ r中部｣が7.0%､ ｢近最｣が76.1%､ r中国

･四国｣が7.9%､ ｢九州 ･沖縄｣が3.6%､ ｢海外｣が0.9%となっている｡

今回のサンプルを構成する回答者の属性はこのような構成 となってお り､大学

生一般の平均的な構成 とは必ず しも一致するものではないことに留意 してお く必

要がある｡

回答者世帯の属性

回答者の両親の学歴については､最終学歴が旧制の尋常小学校､高専小学校､

中学校及び新制の､中学校､高校である者を ｢高校以下｣最終学歴が旧制の高校､

高専､大学､大学院､及び新制の短大､高専､大学､大学院である者を r短大､

大学以上｣ とした｡父親では､ ｢高校以下｣が44.1%､ ｢短大 ･大学以上｣が55.

9%となっている｡母親では､ ｢高校以下｣が54.9%､ ｢短大 ･大学以上｣が45.

1%となっている｡これらを､国勢調査のデータと比較 しておこう｡45-54歳の区

分が粥査対象者の両親の世代にあたると思われる｡この世代の男性及び女性の学

歴構成 と比較しておく｡1990年の国勢調査では､40149歳の男性における ｢短大 ･

大学以上｣は25.0%,40-49歳の女性における ｢短大 ･大学以上J15.6% となって

いる*7｡回答者が大学生 ･短大生であることもあり､今回の粥査では両親の学歴

*6大学 ･学部の偏差値は､旺文社の r平成 5年度 ･大学学部別#易度ランキング｣

に基づいている｡

*7『平成 2年国勢帝査 第 3巻J
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においても ｢短大 ･大学卒以上｣の比率が著 しく高くなっていることがわかる｡

以上のように､回答者 自体の偏 りに加えて､回答者の両親についても特定の層

-の偏 りがある｡限られたサンプル数での御査である以上ある軽度の偏 りはやむ

をえないとはいえ､データの解釈にあたっては､こうしたサンプル構成の特性に

配慮する必要がある｡

回答者の世帯所得については､年収が ｢700万円以下｣､ ｢700万-1千万円｣､

rl千万円以上｣の 3区分でみると､ r700万円以下｣が26.1%､ r700万-1千万

円｣が28.7%､ rl千万円以上｣が45.5%となっている｡今回の調査では､世帯

所得の記入区分として､200万円以上～1200万円未満については100万円単位の回

答区分を用意 したが､200万円未満及び1200万円以上については細かく区分しなか

った｡そのため､ ｢200万円未満｣の区分における世帯所得の分布は不明であるが､

とりあえずこの区分の世帯所得の平均を150万円とみなすことにする｡ ｢1200万円

以上｣の区分については､可能であれば所得を記入するよう求めた｡記入がなさ

れた回答の平均額は1687万円であった｡この金額を ｢1200万円以上｣の区分の世

帯所得の平均 とみなす｡他の区分については､その区分の中間値を回答者の世帯

所得の平均 とみなす｡以上から､全回答者の世帯所得の平均は992万円となる｡

回答者の世帯主の林業階層については､ r経営者､専門職｣､ r中下叔管理

帆 r自営業者｣､ ｢雇用労働者｣.. r無職 ･その他｣に分類 した｡ この区分は･

先述 した藤田他 (1992)で用いられている準プルデュー式階層分類に準拠 している｡

この階層分類は､表 3- 1のように世帯主の ｢職業｣と ｢従業上の地位 ･役伸｣

の2つ指横に基づいている｡ r林業｣は､回答者が記入 した､世帯主が従業する

r会社等の名称｣､ ｢事業の内容｣､ r仕事の内容 (職種)｣､ ｢役撒名｣をも

とに､桝査者が､ssM職業分類にもとづいて ｢専門職｣, r管理琳｣､ r事務

棟｣､ r販売｣､ r技能｣､ r農林漁業｣､ r無職 ･その他｣の 8区分に分類 し

た｡ssM職業分類における r熟練的確業｣､ r半熟練的職業｣､ r非熟練的構

菓 ｣の 3区分は､ r技能｣の 1区分とした｡なお､専門横の管理職については､

r専門職Jに区分 した｡ r従業上の地位 ･役撒｣については､回答者の記入に従

っている｡ このように構成 された世帯主の r麻美｣ と r従業上の地位 ･役稚｣の

2つの指標を合成 して､世帯主の職業の階層分類を行った｡構成比については､

r経営者､専門職｣が､34.6%､ ｢中下叔管理稚｣が26.6%､ ｢自営業者｣が23.
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4%､ ｢雇用労働者｣が13.3%､ r無職 ･その他｣が2.1%である｡

表 3- 1 職業階層の分類国

従業上の地位 ･役職

職業 轟営者 一般従 単独､ 無職 ･

､役良 美且 自営業者､ その他

家族従業者

専門職

管理職

事務職

販売 ･サービス

技能

農林漁業

無頼 ･その他 5

1 1 5

2 4 5

3 4 5

3 4 5

3 4 5

3 3 5

5 5 5

1.経営者､専門職､2.中下叔管理職､ 3.雇用労働者､4.自営業者､

5.無職 ･その他

表 3- 2 両親の学歴､世帯所得､世帯の根葉階層

父親 高校以下

短大 ･大学以上

母親 高校以下

短大 ･大学以上

世帯所得 700万円以下

700-1000万円

143(44.1)

181(55.9) 無回答 ･不明 =11

175(54.9)

144(45.1) 無回答 ･不明 =16

73(26.1)

80(28.7)

1000万円以上 127(45.5) 無回答 ･不明 =55

林業階層 経営者､専門磯 99(34.6)

中下級管理槻 76(26.6)

雇用労働者 67(23.4)

自営業者 38(13.3)

無頼 ･その他 6(2.1) 無回答 ･不明 =49

単位 :人､()内は構成比 (%)
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回答者のブラン ド茸好 ･保有

回答者の階層区分別にファッション ･ブラン ドの選好､及び保有を分析する前

に､回答者全体のファッション ･ブラン ドの選好､及び保有についてみておくこ

とにしよう｡ (別表 4-1-別表 4-5)

回答者のブランドに対する選好およびその保有の有無については､30の代表的

なファッション ･ブラン ドの名称を挙げ､それぞれのブラン ドに対 して二つの質

問を行った｡まず一つ目は､当扶ブラン ドに対する選好を妨ねるもので､回答に

あたっては, r好き (興味がある)｣- r嫌い (興味がない)｣- r知 らない｣

の三つの選択肢のなかから一つを選択することとした｡二つ目は､ブラン ドの保

有の有無を訪ねるもので､回答にあたっては､当該ブラン ドに対する保有の

r有｣- r無｣の二つの選択肢のなかから一つを選択することとした｡

まず､ブラン ドに対する遵好であるが､ ｢好き (興味がある)｣ とい う回答が

最も多かったのはリーバイス(78.2%)であった｡次いで､アニエス.b(61.5%)､ラ

ルフロ-レン(57.7%)､エ ドウィン(56.0%)､LL.ビーン(49.3%)といったブラン ド

で､ ｢好き (弗味がある)｣ とい う回答が多くなっている｡また､ r嫌い (興味

がない)Jとい う回答が多かったブラン ドは､ヴェルサーチ(72.5%)､シャネル

(71.6%)､ハナエ ･モ リ(68.7%)､ピンクハ ウス(68.6%)などである｡

r好き (弗味がある)｣､もしくは r嫌い (興味がない)｣と回答 した回答者

は少なくとも､そのブラン ドを知っていることになる｡そこで､この二つの項 目

に対する回答者数を足 しあわせることで､ブラン ドの藤知率が得 られる｡落知率

が最も高かったのは､リーバイスで99.1%である｡次いで､ベネ トン､シャネル､

エ ドウィン､ルイ ･ヴィ トン､グッチといったブラン ドで95%を越える高い罷知

申となっている｡他に啓知率が90%以上となっているブラン ドとしては､ケンゾー､

レノマ､ラルフロー レン､ジョルジョ ･アルマーニ､カルバン ･クライン､ヴェ

ルサーチ､がある｡逆に洛知率が低 く50%に満たないブラン ドは､ブル ックス ･ブ

ラザーズ(31.6%)､オール ド･イングラン ド(40.5%)､バ リー(44.6%)､ミッソーニ

(45.1%)である｡

ブラン ドの保有率については､保有率が最も高いのは､ リーバイスで(80.1%)と

なっている｡次いで､エ ドウィン(62.9%)の保有率が高く､ラルフローレン(60.9

%)､ベネ トン(58.4%)､ケンゾー(49.2%)と続 く｡このなかで､ベネ トンとケンゾ
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-では､ ｢好き (興味がある)｣ とい う回答については､それぞれ44.0%､34.7%

と,保有率をかな り下回っている｡ これに対 し､ リーバイス､エ ドウィン､ラル

フロー レンでは､ ｢好き (興味がある)｣ とい う回答も高率 となっている｡

男女別のブラン ド遵好 ･憩知 ･保有

ブラン ドの選好､藩知､保有について､回答者の性別による違いをみておくこ

とにしよう｡ (別表 5- 1-別表 5- 3)

表 5- 1 男女別選好ブラン ド数 (r好 き (典味がある)｣ と回答のあったブ

ラン ドの教)

男性 女性

回答者数 123 (人) 195 (人)

平均 7.42 (ブラン ド) ll.28 (ブラン ド)

標串偏差 4.88 4.59

最大値 22 (ブラン ド) 27 (ブラン ド)

表 5- 1に示 したように､男性が､ r好き (興味がある)｣ と回答 したブラン

ド数の平均は7.4なのに対 し､女性が､ ｢好き (典味がある)｣ と回答 したブラン

ド数の平均は11.3となっている｡女性の方が､ ｢好き (興味がある)｣ と回答す

るブラン ドの数がかな り多 くなっている｡ したがって､個々のブラン ドについて

みたときに､女性のほ うが r好き (興味がある)｣ と回答する率の高いブラン ド

が多 くなる｡分散については､男性のほ うが大きい｡

次に､選好傾位 をみておこ う｡ ｢好き (興味がある)｣ とこたえる回答者の多

いブラン ドか ら塀に並べたときに､上位10位 を占めるブラン ドの うち共通の 6ブ

ラン ドが､男女でほぼ同 じ位置を占めている｡男性では､ 1位から順に 7位まで,

リーバイス､エ ドウィン､LL.ビーン､ポール ･スミス､ラルフローレン､カル

バン ･クライン､ベネ トンと並んでいるが､ポール ･ス ミスを除 く6ブラン ドに

ついては､女性でもほぼ同 じ順位に位置 している｡女性ではポールスミスにかわ

って､3ブラン ドがこの 6ブラン ドの中間に顔を出 している｡ 1位のアニエス.b
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(男性では8位)､5位のグッチ (男性では16位)､7位のバーバ リー (男性で

は12位)である｡そのほか､上位10位までのブラン ドでは､男性で 9位のジ ョル

ジョ ･アルマーニが女性で21位､男性で10位のラコステが女性で18位､女性で10

位のルイ ･ヴィ トンが男性で14位 となっている｡

女性のほ うが回答率が高いとい う全体的な傾向のなかで､逆に男性のほ うが

｢好き (共味がある)｣と回答する串が高いブラン ドは､ リーバイス､LL.ビー

ン､ジョルジョ ･アルマーニ､ブル ックス ･ブラザーズの4ブラン ドである｡ こ

の うち､ リーバイス､L.L.ビーン､ジョルジョ ･アルマーニ､の3ブラン ドが､

男性で ｢好き (興味がある)｣ という回答者の多い上位の10ブラン ドに属 してい

る｡11位以下の20のブラン ドの うち､男性のほうが ｢好き (興味がある)｣ と回

答する率が高くなっているブラン ドは､ブル ックス ･ブラザーズの 1つだけであ

る｡また､上位10ブラン ドについて r好き (興味がある)｣ と回答する者の異様

が､全30ブラン ドについて ｢好き (興味がある)｣と回答する者の総異様に占め

る比率は､男性では61.5%であるのに対 し､女性では51.2%である｡男性のほ う

が､遵好されるブラン ドが､より特定のブラン ドに集中する傾向がみられる｡男

性は､ r好き (興味がある)｣ と回答するブラン ドの数が少ないが､そこで選択

されるブラン ドはより特定のブラン ドに集中することになる｡

表 5-2 男女別ブラン ド選好順位 (上位10位まで)

<男性>好き(興味がある)
1.リーバイス 101 78.91%
2エドウィン 66 51,56%
3.LL.ビーン ,57 44.53%
4ポール.スミス 55 42.97
5ラルフローレン 54 42.19%
6.カル′くン.クライン 48 37.50%
7.ベネトン 47 36.72%
8.アニエス.b 47 38,72%
9.ジヨルジヨ.アルマーニ 40 31.25
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<女性>好き(輿味がある)
1.アニエス.b 15277,55
2.リーバイス 15177.04
3ラルフローレン 13368.56
4.エドウィン 11558.67
5,グッチ 10855.10
8,LL.ビーン 10252.04%
7バーバリー ○950.51%
8.カルバン.クライン 9648.98%
令.ベネトン 9548.72



落知についても､男性が藩知 しているブラン ド数の平均が21.2なのに対 し､女

性が熟知 しているブラン ド数の平均は25.8と､女性が落知 しているブラン ド数の

ほうが多くなっている｡その差は､4.6ブラン ドと､ブラン ドの選好における差が

3.9プランードであったのと比較すると大きくなっている｡また､分散についても､

選好の場合 と同様に男性のほ うが大きくなっているが､男女間の分散の違いは蕗

知の場合のほうがさらに大きくなっている｡80%以上に終知されているブラン ド

が､女性では23ブラン ドあるのに対 し､男性では12ブラン ドである｡男性では12

ブラン ドが80%以上の落知を､さらに12ブラン ドが50%以上の蕗知を得てお り､

凍 り8ブラン ドが50%未満の艶知率となっている｡一方､女性では､落知率が50

%未満 となるブラン ドは 1つ しかない｡

表 5- 3 男女別藩知ブラン ド敷 (知っていると回答のあったブラン ドの救)

男性 女性

回答者数 128 (人) 196 (人)

平均 21.23 (ブラン ド) 25.77 (ブラン ド)

標準偏差 6.49 3.82

最大値 30 (ブラン ド) 30 (ブラン ド)

表 5- 4に示 したように､女性では､90%以上の落知を得ているブラン ドが21

ブラン ドもあり､大半のブラン ドが高い謙知率となっている｡そのなかで､終知

率が60%を下まわるブラン ドが4ブラン ドあるが､これらは男性の認知串下位 4

ブランドと共通 している｡男女間でブラン ド藩知の全体的な水準は大きく異なる

が､順位が低くなるのは､共通のブラン ドである｡
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表 5-4 男女別ブラン ド鞍知率順位 (下位 5位ブラン ド)

く男性>.一.1.Il三二

25.ピンクり ウヽス 44.53%
26フェンディ 42.19%
27バ リー 32.03
28.ブルックス.ブラザー 32.03
29.ミツソーニ 30.47%
30.オールド.イングランド 25.2

保有についても､男性が保有 しているブラン ド数の平均が5.9なのに対 し､女性

が保有しているブラン ド数の平均は8.6と､女性が保有しているブラン ド数のほう

が多くなっている｡その差は､2.7ブラン ドと､ブラン ドの選好および欝知におけ

る差 と比較 して小 さくなっている｡また､分散についても男性のほ うが大きくな

っている｡保有における男女間の分散の違いは､選好の歩合よりは大きくなって

いるが､欝知の場合ほどは大きくない｡

表 5- 5 男女別保有ブラン ド欺 く｢保有 ･有Jと回答のあったブラン ドの

敦)

男性 女性

回答者数 121 (人) 191 (人)

平均 5.86 (ブラン ド) 8.64 (ブラン ド)

標準偏差 4.32 3.99

最大値 21 (ブラン ド) 22 (ブラン ド)

保有順位の上位10ブラン ドについてみると､それらの うち8ブラン ドが男女で

共通 している｡男女 ともに リーバイスが 1位であ り､エ ドウィン､ラルフローレ

ン､ベネ トンがともに2-5位にくる｡上位10ブラン ドの うち､男女で異なるの

はそれぞれ 2ブラン ドで,男性で 9位のカルバン ･クラインが女性で11位､男性

で10位のポール ･スミスが女性で21位､女性で 6位のハナエ ･モ リが男性で21位､

女性で10位のバーバ リーが男性で12位 となっている｡ このように､保有では､上
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位を男女ともにほぼ共通のブラン ドが占める償向が､選好や啓知よりも一層強く

みられる｡

もっとも保有するブラン ド数の幅については､選好の場合 と同様に保有におい

ても､女性のほうが広くなる候向がみられる｡保有率が5%以下のブラン ドにつ

いてみると､男性が9ブラン ドなのに対 して､女性は2ブラン ドにすぎない｡ま

た､上位10ブラン ドについて r保有 ･有Jと回答する者の累積が､全30ブラン ド

について r保有 ･有Jと回答する者の冷泉秋に占める比率は､男性では､72.1%

であるのに対 し女性では65.0%である｡男性のほうが､所有するブラン ドが､よ

り特定のブラン ドに集中する便向がみられる｡男性は､ r好き (興味がある)｣

と回答するブラン ドの数が少ないが､そこで選択 されるブラン ドは､より特定の

ブラン ドに集中している｡

表 5-6 男女別ブラン ド欝知串順位 (上位10位まで)

く男性>当放ブランドの保有.有
1.リーバイス 10184.17%
2.エドウィン 80 86.67%
3.ラルフロ-レン 8452.89%
4.ベネトン 4738.84%
5.レノマ 4838.33%
6.ラコステ 3932.50%
7.アニエス.b 3731.0○
8.ケンゾー 3○2○.75
9.カルJ{ン.クライン 32 20.45

く真性>当撤ブランドの保有.有
1.リーバイス 15078.13
2.ベネトン 13771.73
3.ラルフE)-レン 12887.02
4.ケンゾー 11881.78
5.エドウィン 11580.21%
6ノヽナ工.モリ 9751.05%
7.アニエス.b 9648.74%
8.レノマ 8048.88%
9.ラコステ 7338.02

社会階層の再生産

先述したような社会階層の再生産構造の存在を､今回のわれわれの調査サンプ

ルのなかにも静めることができるだろうか｡ この節では､今回の調査サンプルに

おいても階層格差の再生産されるとい う構造がみられることを確落 していく｡

今回の刑重から得られる持横によって直接確瓢することが可能なのは､子の到
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達学歴の格差が親の階層差を反映するという構造の有無である｡それは､両親の

最終学歴､世帯所得､及び世帯主の職業階層 といった属性別に､回答者の所属大

学 ･学部の偏差値がどのように分布 しているのかをみてみることで明らかになる｡

分析の結果は､別表 6- 1から別表 614に示 される,

親世代における階層格差に対応するかたちで､子の到達学歴に違いがみられる｡

この親子間の格差の継乗 とい う関係は､今回の調査サンプルで神教可能な､両親

の最終学歴,世帯所得､及び世帯主の林業階層 といった属性 と､回答者が通学す

る大学 ･学部の偏差値 とのあいだに形成 される4つの関係の全てに共通 してみら

れる｡親世代における階層格差が､子の到達学歴に継乗されるとい う､先行研究

と同様の関係が､今回の柄査においても確落 され る｡

最終学歴が ｢短大 ･大学以上｣の父親の子弟では､偏差値 ｢65以上Jが51.4%

を占めるのに対 し､最終学歴が ｢高校以下｣の父親の子弟では､ ｢65以上｣は28.

9%にとどまる｡一方､最終学歴が r短大 ･大学以上｣の父親の子弟では､偏差値

｢55未満Jは20.4%なのに対 し､最終学歴が ｢高校以下｣の父親の子弟では､

｢55未満｣は45.0%を占める,

同様に､最終学歴が r短大 ･大学以上｣の母親の子弟では､偏差値 r65以上｣

が50.3%を占めるのに対 し､最終学歴が ｢高校以下｣の母親の子弟では､ r65以

上｣は34.9%にとどまる｡一方､最終学歴が ｢短大 ･大学以上｣の母親の子弟で

は､偏差値 ｢55未満｣は21.0%なのに対 し､最終学歴が r高校以下｣の母親の子

弟では, ｢55未浦｣は39.4%を占める｡

また､世帯所得についてみると､rl千万円以上｣の家庭の子弟では､偏差値

｢65以上｣が47.2%を占める｡ ｢700万円以上 1円万円未満｣の家庭の子弟でも､

偏差値 ｢65以上｣は46.3%とほぼ同じ割合を占めているが､世帯所得が ｢700万円

未満｣の家庭の子弟では､ ｢65以上｣は37.0%にとどまる｡一方､世帯所得が

｢1千万円以上｣の家庭の子弟では､偏差値 ｢55未満｣は20.5%なのに対 し､

｢700万円以上 1円万円未満Jの家庭の子弟では32.5%､世帯所得が ｢700万円未

満｣の家庭の子弟では ｢65未満Jは41.1%と､世帯所得が低くなるにつれて偏差

値 r55未満｣の大学に通学する子弟の構成比が高くなっていくQ

さらに､世帯主の林業階層についてみると､ r経営者､専門職｣の家庭の子弟

や r中下級管理頼｣の家庭の子弟では､偏差値 r65以上｣がそれぞれ43.4%､46.
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0%なのに対 し､ r自営業者｣の家庭の子弟や ｢雇用労働者｣の家庭の子弟では､

r65以上｣はそれぞれ36.9%､29.9%である｡一方､ r経営者､専門職｣の家庭

の子弟では､偏差値 ｢55未満｣は18.2%なのに対 し､ r中下級管理職Jの家庭の

子弟や r自営業者｣の家庭の子弟では､ r55未満｣はそれぞれ32.9%､34.2%､

｢雇用労働者｣の家庭の子弟ではさらに構成比が高く､43.2%を占める｡

以上で確落されたのは､親の階層の違いによって子の偏差値カテゴ

リーの構成比に違いがみられるとい う構造である｡すなわち､今回の調査サンプ

ルから､世代間での格差の再生産関係 とい う構造の存在をみてとることができる｡

ただし､このことは､上に示めさした個々の数字自体に一般性があることを意味

しはしない｡例えば､父親の最終学歴が ｢短大 ･大学以上｣の家庭では偏差値

r65以上｣の子弟の構成比が51.4%､世帯所得が rl千万円以上｣の家庭では偏

差値 r65以上｣の子弟の構成比が47.2%にのぼるといっても､51.4%､47.2%と

いった数字は､こうしたカテゴリーの家庭における偏差値 r65以上｣の子弟の一

般的な輩出率を示すものではないB先述 したよ うに､サンプル全体の偏差値分布

にかなりの偏 りがある以上､カテゴリー内における偏差値区分別の構成比､すな

わち51.4%といった数字そのもの大きさはさほど重要ではない｡重要なのは､カ

テゴリー間で構成比に差がみ られるとい う構造が確落 されたことである｡

社会牌居とブラン ドの選好 ･保有

前節では､いくつかの相模を通 じて世代間で社会的な格差が継桑される傾向の

存在することを確熟 した｡この節では､社会階層 と到達学歴における格差と同様

の差違が､ファッション ･ブラン ドの選好 ･保有においても出現するのかをみて

いくことにする｡すなわち､いわゆる階層文化が､ファッション ･ブラン ドの選

好 ･保有においてどの程度支配的なのかを確認する｡社会階層 と到達学歴におけ

る格差の再生産をうながす要因として､各家庭がもつ経済力および文化的な舞妓

が考えられる｡ここで､われわれは､社会関係の再生産的構造を生み出す決定因

が､経済力なのか､文化的な乗境なのか,あるいはその両者の複合によるのかを

決定することはできないが､蓮済力であれ文化的な尭境であれ､到達学歴に影響

を与える以上､それが他の社会行動に対 しても影響を及ぼすことは充分に考えら

れることである｡その影響力が､ファッション ･ブラン ドの選好や保有において
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もあらわれるのかを､以下では今回の調査サンプルを用いて確落 していく｡

まず､回答者の通学する大学の偏差値区分別のファッション ･ブラン ドの選好

と保有を検討する｡偏差値は､回答者の通学する大学 ･学部の序列の指標である

と同時に､前節で確落 したように回答者の両親の職業 ･学歴 ･所得階層を反映す

る指標でもある｡偏差値序列は､再生産される階層的構造のなかに組み込まれて

いる｡この階層的構造に対応するかたちで､なんらかのファッション ･ブラン ド

にかかわる階層文化が形成 されているのだろうか｡

結果は､表 7- 1-表 7- 2､及び別表 7- 1-別表 7- 2に示す とお りであ

る｡表 7- 1には､偏差値区分別の ｢好き (興味がある)｣と回答 されるブラン

ドの数が､表 7- 2には,偏差値区分別の r保有 ･有｣と回答されるブラン ドの

数が､別表 7- 1には､偏差値区分別のブラン ドの遵好順位が､別表 7- 2には､

偏差値区分別のブラン ドの保有順位が示 される｡

表 7- 1 偏差隼区分別逮好ブラン ド赦 (r好き｣ と回答のあったブラン ドの

数)

65以上 55以上65未満 55未満

回答者数 134(人) 90(人) 102(人)

平均 9.43(プラン p) ll.20(ブラン ド) 8.99 (ブラン ド)

梼準偏差 4.89 5.59 4.78

最大値 25(ブラン ド) 27(ブラン ド) 20 (ブラン ド)

ます､ブラン ドの選好であるが､回答者が ｢好き (興味がある)｣ とこたえる

ブラン ドの数は､偏差値 r65以上｣の平均が4.9､ r65未満55以上Jの平均が5.6､

｢55未満｣の平均が4.8と､ ｢65未満55以上｣で､ ｢好き (興味がある)｣ブラン

ドの数が多 くなる｡ただし､ r65未満55以上｣では女性の構成比率が72.2%と､

｢65以上｣の54.1%や ｢55未満｣の53.7%と比較 して高くなっている｡ ｢65未満

55以上｣で選好するブラン ド数が多くなるのは､女性のほうが選好するブラン ド

数が多いことが影響 しているものと思われる｡

個々のブラン ドの遵好順位については､偏差併 r65以上｣､ r65未満55以上｣､
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｢55未満J ともにほぼ共通のブラン ドが上位を占める｡各偏差値区分 ともに､ リ

ーバイスが 1位 となってお り､次いでアニエス.b､エ ドウィン､LL.ビーンとい

った共通のブラン ドでランキングの上位が構成 されている｡上位にくるブラン ド

のなかで偏差値区分間で大きい違いがみ られるのはグッチで､ ｢55未満｣､ ｢65

以上｣では10位以下なのに対 し､偏差値 ｢65未満55以上｣では4位 となっている｡

これについては､ r65未満55以上｣で女性の構成比率が高いことが影響 している

ものと思われる｡また､ r65以上｣でポール ･ス ミスの順位が､ r65未満｣で レ

ノマの順位がそれぞれ高くなっている｡選好については､全体的には､偏差値区

分間で共通のブラン ドがほぼ同 じ順位 を占める候向がみ られ る｡

表 7- 2 偏差住区分別保有ブラン ド欺 (r保有 ･有J と回答のあったブラン

ドの赦)

65以上 55以上65未満 55未満

回答音数 130(人) 89(人) 101(人)

平均 7.62(ブラン ド) 8.47(ブラン ド) 6.63(ブラン ド)

標準偏差 4.69 4.22 3.70

最大値 22(ブラン ド) 18(ブラン ド) 17(ブラン ド)

次に､ブラン ドの保有であるが､回答者が ｢保有 ･有｣ とこたえるブラン ドの

数は､偏差値 r65以上｣の平均が7.6､ ｢65未満55以上｣の平均が8.5､ r55未

満｣の平均が6.6と､ r65未満55以上｣で保有 しているブラン ドの数が多 くなる｡

これについても､保有するブラン ド数の多い女性の構成比率が r65未満55以上｣

で高いことが影響 しているもの と思われる｡男女の構成比率がほぼ同 じである

｢65以上｣ と ｢55未満Jを比較すると､ ｢65以上｣のほ うが保有ブラン ド数が多

くなっている｡ この ｢65以上｣ と ｢55未満Jのブラン ド敦の差は､保有のほ うが､

選好の場合よりも大きくなっている｡

ブラン ドの保有においても､ランキングの上位 を共通のブラン ドが占める傾向

がみ られる｡ 3つの偏差値区分で上位10ブラン ドの うち8ブラン ドが共通 してい

る｡各区分 ともに リーバイスが共通 して 1位であ り､次いでラルフロー レン､エ
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ドウイン､ベネ トン､ケンゾーといったブラン ドが共通 して上位を占めている｡

このように､保有ブラン ドの数については､選好ブラン ドの数の沓合よりも偏

差値区分間での違いが顕著となるものの､保有ブラン ドの順位については､選考

ブラン ドの順位 と同様に各偏差値区分 ともにほぼ共通のものとなる｡

綬いて､回答者の家庭の社会階層的属性､すなわち､世帯所得､職業､そして

学歴別に回答者のブラン ドの選好と保有をみていく｡世帯所得､あるいは職業学

歴 といった親世代の社会階青的属性は､子世代の到達学歴に影響を及ぼすもので

あった｡同 じようにそれ らは,子世代のブラン ドの選好や保有に対 しても影響を

及ぼすのだろうか｡

最初に､世帯所得別に回答者のブラン ドの選好 ･保有からみていくことにしよ

う｡結果は､表 8- 1-表 8- 2､及び別表 8- 1-表 8- 2に示すとお りであ

る｡表 8- 1には､世帯所得区分別の r好き (井味がある)｣ と回答 されるブラ

ン ドの数が､表 8- 2には､世帯所得区分別の ｢保有 ･有｣ と回答 されるブラン

ドの数が､別表 8- 1には､世帯所得区分別のブラン ドの選好塀位が､表別 8-

2には,世帯所得区分別のブラン ドの保有順位が示される｡

表 8- 1 世帯所得別選好ブラン ド欺 (｢好きJと回答のあったブラン ドの

赦)

1千万円以上 700万- 1千万円 700万円未満

回答者数 127(人) 79 (人) 67(人)

平均 10.70(ブラン ド) 8.92(ブラン ド) 8.61(ブラン ド)

頓準偏差 4.71 5.04 5.12

最大値 25(ブラン ド) 21(プラン p) 21(ブラン ド)

まず､ブラン ドの選好であるが､回答者が r好き (興味がある)Jとこたえる

ブラン ドの数については､世帯所得 rl千万円以上Jの平均が10.7､ ｢700万円以

上 1千万円未満｣の平均が8.9､ ｢700万円未満｣の平均が7.8である｡世帯所得が

低くなるにつれて選好 されるブラン ドの数が少なくなる侯向がみられるが､世帯

所得区分によって､男女の構成比率が異なることに注意 しなければならない｡
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r700万円未満｣で女性の構成比率が42.5%､ ｢700万円以上 1千万円未満｣で女

性の構成比が51.3%なのに対 し, rl千万円以上｣では女性の構成比率が70.1%

となっている｡ ｢1千万円以上｣で選好するブラン ドが多くなるのは､選好する

ブラン ド数の多い女性の構成比率がこの区分で高いことが､たぶんに影響 してい

ると思われる｡

個々のブラン ドの選好順位については､各世帯所得区分 ともに､ リーバイスが

1位 となる｡ほぼ共通のブラン ドが上位を占めてお り､上位10ブラン ドの うち8

ブラン ドが共通のブラン ドである｡ これ ら8ブラン ドのうち､5ブラン ドで世帯

所得が上下するのに応 じて塀位が変動する候向がみられる｡ラルフローレンやカ

ルバンクラインでは､世帯所得が高額になるにつれて順位が上昇す る｡逆にエ ド

ウィン､LL.ビーン､ベネ トンでは世帯所得が高額になるにつれて順位が低下す

る｡ただし､世帯所得が高額な区分ほど女性の構成比率が高いことから､ラルフ

ローレンは女性で選好塀位が高く､エ ドウィン､LL.ビーン､ベネ トンで男性で

選好順位が高いことが影響 しているものと患われる.残 りの 3ブラン ド､すなわ

ち､リーバイス､アニエス.b､ポール ･スミスについては､世帯所得の上下に応

じた順位の顕著な変動はみられない｡

より顕著に､世帯所得が高額になるにつれて順位が上昇する傾向がみられるの

は､グッチ､ルイ ･ヴィ トン､フェラガモといったブラン ドである｡ただし､こ

れらについても､女性で藩好順位の高くなるブラン ドであることから､世帯所得

が高額な区分ほど女性の構成比率が高いことの形gFがたぷんにあると思われる｡

逆に､レノマ､ケンゾーといったブラン ドでは､世帯所得が高額になるにつれて

順位が低下する侯向がみられる｡

選好については､全体的には､各世帯所得区分 ともに共通のブラン ドがほぼ同

じ順位を占める候向がみられ る｡
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表 8-2 世帯所得別保有ブラン ド敦 (｢保有 ･有｣ と回答のあったブラン ド

の敢)

1千万円以上 700万- 1千万円 700万円未満

回答音数 124(人) 78(人) 67(人)
平均 8.41くブラン ド) 7.26(ブラン ド) 5.99 (ブラン ド)

標準偏差 4.45 4.62 3.66
最大値 22(ブラン ド) 21(ブラン ド) 15 (ブラン ド)

ブラン ドの保有数については､世帯所得 ｢1千万円以上｣の平均が8.4､ ｢700

万円以上 1千万円未満｣の平均が7.3と ｢700万円未満｣の平均が6.0である｡世帯

所得が低 くなるにつれて選好 され るブラン ドの数が少なくなる｡ この候向につい

ては､選好の場合 と同様､世帯所得区分間での男女の構成比率の違いによる影gF

がたぶんにあると考えられ る｡ もっとも､世帯所得区分別のブラン ド数の差は､

選好の場合よりも保有の場合のほ うがより顕著である｡

次に個々のブラン ドの保有順位であるが､共通のブラン ドが上位 を占める傾向

は､遵好よりも保有においてより顕著である｡各世帯所得区分の上位10ブラン ド

の うち9ブラン ドが共通のブラン ドである｡各世帯所得区分 ともに 1位は リーバ

イスである｡次いで､ラルフロー レン､ベネ トン､エ ドウィン､ケンゾー といっ

たブラン ドが 2- 5位 を占める｡保有の場合､世帯所得が上下するのに応 じて順

位が変動す る度合いも,選好の沓合ほど顕著ではない｡そのなかで､グッチにお

いては､世帯所得が高塀になるにつれて順位が上昇する傾向が原著にみ られ る｡

ただし､これについては､世帯所得区分間での男女の構成比率の違いを加味 して

解釈する必要がある｡

このように,保有ブラン ドの数については､選好ブラン ドの数の浪合よりも所

得区分間での違いが顕著 となるが､保有ブラン ドの横位については､選好ブラン

ドの順位の場合 と同様に各世帯所得区分 ともにほぼ共通のものとなる｡

続いて､世帯主の撒業階層別に回答者のブラン ドの選好 と保有をみていく｡唐

果は,表 9- 1-表 9- 2､及び別表 9- 1-別表 9- 2に示す とお りである｡

表 9- 1には､職業階層別の ｢好き (興味がある)｣ と回答 され るブラン ドの数
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が､表 9- 2には､職業階層別の r保有 .有｣ と回答されるブラン ドの数が､別

表 9- 1には､職業階層別のブラン ドの選好順位が､別表 9- 2には､職業階層

別のブラン ドの保有順位が示 される｡

表 9- 1 確菓階Ji別選好ブラン ド敦 (r好き｣ と回春のあったブラン ドの

数)

経営者､専門職 中下級管理琳

回答音数 97 (人) 76 (人)
平均 10,94 (ブラン ド) 9.ll(ブラン ド)
標準偏差 5.12 4.77
最大値 27(ブラン ド) 21(ブラン ド)

雇用労働者 自営業者

回答者教 63 (人) 37 (人)
平均 8.97(ブラン ド) 9.30 (ブラン ド)
横準偏差 5.12 4.36
最大値 21(ブラン ド) 18(ブラン ド)

まず､ブラン ドの選好であるが､回答者が r好き (共味がある)Jとこたえる

ブラン ドの数については､職業階層が r軽営者､専門職｣の平均が10.9, r中下

級管理槻｣の平均が9.1､ r雇用労働者Jの平均が9.0､ r自営業｣の平均が9.3､

である｡ r経営者､専門撒｣がやや多くなっているが､他の区分ではあまり大き

な違いはみ られない｡もっとも､これについては､ ｢経営者､専門職｣で女性の

構成比率が68.7%と､ ｢中下級管理職｣の57.9%､ ｢雇用労働者｣の56.7%､

r自営業｣の57.9% と比較 して高くなっていることが､たぶんに影響 しているも

のと思われる｡

個々のブラン ドの遵好順位については､各械業階層区分 ともに､リーバイス､

が 1位である｡次いでアニエス.bが r経営者､専門琳｣ と r自営業｣では 2位､

r中下叔管理職｣ と r雇用労働者｣では 3位 となる｡ r中下赦管理職｣ と r雇用

労働者｣ではかわってエ ドウィンが 2位 となっている｡ r経営者､専門頼Jと

-24-



｢自営業｣ではエ ドウィンはやや横位を下げて5､6位 となっている｡このほか

ラルフロー レンとL.L.ビーンが､各職業区分に共通 して 3- 6位に位置 している｡

各職業区分の上位 6ブラン ドの うち､ 5ブラン ドが共通のブラン ドである｡上位

10ブランドでみると､7ブラン ドが共通のブラン ドである｡凍 りの 3ブラン ドの

うち､ r経営者､専門撒｣､ r中下級管理職｣､ ｢雇用労働者｣の 3区分では､

グッチとポール ･スミスの 2ブラン ドが､共通 して 7-10位に位置 している｡他

に､ ｢経営者､専門糠｣ と r雇用労働者｣ではバーバ リーが上位10位にはいる｡

｢中下級管理頼｣ と r自営業｣では､上位10位に レノマがはいっている｡ r自営

業｣では､他の根葉階層区分 とやや異なり,フェラガモとルイ ･ヴィ トンの 2ブ

ラン ドが上位10位にはいっている｡若干の違いがみられるのの全体的には､林業

階層区分においても､選好順位の上位を占めるブラン ドの大部分が共通のブラン

ドとなる傾向がみられる｡

表 9- 2 根葉階層別保有ブラン ド数 (｢保有 ･有｣と回答のあったブラン ド

の敦)

経営者､専門槻 中下級管理糠

回答者数 97(人) 74 (人)

平均 8.55(ブラン ド) 7.55(ブラン ド)

標準偏差 4.51 3.94
最大値 22 (ブラン ド) 18(ブラン ド)

雇用労働者 自営業者

回答音数 64(人) 37(人)

平均 6.34(ブラン ド) 6.89(ブラン ド)

標準偏差 3.65 3.84

最大値 17(ブラン ド) 15(ブラン ド)

ブラン ドの保有については､ ｢経営者､専門糠｣の平均が8.6､ r中下叔管理

槻 ｣の平均が7.6､ r雇用労働者｣の平均が6.3､ r自営業｣の平均が6.9である｡

r経営者､専門糠Jの保有するブラン ド数が最 も多く､ r雇用労働者｣の保有す

-25-



るブラン ド数が最も少ない｡ただし､ r経営者､専門職｣の保有ブラン ド数が多

いことについては､女性の構成比率が高いことを割 り引いて考える必要がある｡

男女の構成比率がほぼ同じである r中下穀管理職｣､ r雇用労働者J､ r自営

業｣の 3区分についてみた場合､職業階層別のブラン ド数の差は､選好の歩合よ

りも保有の浪合のほ うが鼓著である｡

個々のブラン ドの保有順位については､各職業階層区分 ともに､ リーバイス､

が 1位である｡次いで､各琳業階層区分 ともに､ベネ トン,ラルフローレン､エ

ドウィンといったブラン ドが 2- 5位を占める｡上位 5ブラン ドの うち､4ブラ

ン ドが各職業階鳥区分に共通のブラン ドとなる｡残 りの 1ブラン ドは､ r産営者､

専門棟J､ r中下級管理棟｣､ ｢雇用労働者｣では､ともにケンゾーである｡

r自営業｣では､かわってアニエス.bが 5位 となっているが､ ｢経営者､専門

棟｣､ r中下級管理職｣､ r雇用労働者｣でも､アニエス.bは6-9位に位置 し

ている｡一方､ ｢自営業｣でも､ケンゾーは7位である｡各噸業階層区分の上位

10ブラン ドをみると､8ブラン ドが共通のブラン ドである｡残 りの 2ブラン ドの

うち､ ｢経営者､専門職｣､ ｢中下級管理職J､ ｢雇用労働者｣の 3区分では､

ハナエ ･モ リが､共通 して 8-10位に位置 している｡他に､ ｢中下敢管理職｣と

r自営業Jで､カルバン ･クラインが共通 して8-10位に位碇 している｡ ｢自営

業｣で､ルイ ･ヴィ トンが9位 と､他の稚業階層区分 と比べて順位がやや高くな

っている｡

このように､保有ブラン ドの数については､選好ブラン ドの数の場合よりも職

業階層区分別の違いが瞬着となるが､保有ブラン ドの順位については､選好ブラ

ン ドの順位の場合 と同様に各織菓階層区分の上位 を占めるブラン ドの大部分が共

通のブラン ドとなる候向がみ られる｡

最後に､両親の学歴別に回答者のブラン ドの選好 と保有をみていく｡なお､両

親の学歴については､父親の学歴 と母親の学歴 とがあるが､ここでは学歴区分間

で回答者の男女別構成比がほとんどかわらない父親の学歴にもとづいて分析をお

こない､母親の学歴別ついては省略する｡頼果は､表10- 1-表10- 2､及び別

表10- 1-別表10- 2に示す とお りである｡表10- 1には､父親学歴区分別の

｢好き (典味がある)｣ と回答されるブラン ドの数が､表10- 2には､父親学歴

区分別の ｢保有 ･有｣ と回答されるブラン ドの数が､別表10- 1には､父親学歴
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区分別のブラン ドの選好順位が､別表10- 2には､父親学歴区分別のブラン ドの

保有順位が示 される｡

表101 1 父親学歴別遵好ブラン ド数 (r好きJと回答のあったブラン ドの

赦)

短大､大学以上 高校以下

回答音数 176 (人) 142 (人)

平均 9.90 (ブラン ド) 9.70(ブラン ド)

標準偏差 4.94 5.26

最大値 27(ブラン ド) 25(ブラン ド)

まず､ブラン ドの選好であるが､回答者が ｢好 き (典味がある)Jとこたえる

ブラン ドの数については､父親の学歴が ｢短大､大学以上｣の平均が9.9､ ｢高校

以下｣の平均が9.7､である｡学歴区分間で､選好 され るブラン ドの数に違いはみ

られない｡標準偏差については､ ｢高校以下｣のほ うが大きくなる｡

個々のブラン ドの遵好順位 については､両学歴区分 ともに､ リーバイスが 1位

である｡次いで 5位まで､ 3､ 4位のエ ドウィンとラルフロー レンの傾位がいれ

かわっているだけで､他は全 く同じブラン ドが同 じ順位に位置 している｡以下10

位までのブラン ドの うち9ブラン ドが両学歴区分で共通 している｡父親の学歴区

分別にみても､ほぼ共通のブラン ドが遵好順位の上位 を占めてる侯向がみ られる｡

表10- 2 父親学歴別保有ブラン ド数 (r保有 ･有｣ と回答のあったブラン ド

の数)

短大､大学以上 高校以下

回答者数 176(人) 136 (人)
平均 7.90(ブラン ド) 7.12 (ブラン ド)
襟準偏差 4.53 4.02

最大値 22 (ブラン ド) 21(ブラン ド)
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ブラン ドの保有については､回答者が r好き･(興味がある)｣ とこたえるブラン

ドの数については､父親の学歴が ｢短大､大学以上｣の平均が7.9､ ｢高校以下｣

の平均が7.1､である｡やや ｢短大､大学以上｣のほ うが保有されるブラン ド数が

多くなる｡標準偏差については､選好の場合 と逆に r短大､大学以上｣のほうが

大きくなる｡

個々のブラン ドの保有順位については､両学歴区分 ともに､ リーバイス､が 1

位である｡次いで2-4位をラルフローレン,エ ドウィン､ベネ トンが占める｡

5位は､ともにケンゾーであ り､ 6- 7位をアニエス.b､レノマが占める｡上位

10ブラン ドの うち9ブラン ドが両学歴区分で共通 している｡以下共通のブラン ド

が同じほぼ順位を占めている｡学歴区分間での保有順位の違いとしては､ ｢高校

以下｣で26位のヴェルサーチの順位が､ ｢短大､大学以上｣で20位 とやや高くな

っているのが目につく程度である｡父親の学歴区分においても､ほぼ共通のブラ

ン ドが選好順位の上位を占めている｡

このように､保有ブラン ドの数については､選好ブラン ドの数の坊合よりも学

歴区分別の違いが顕著 となるが､保有ブラン ドの順位については､選好ブラン ド

の順位の場合 と同様に各学歴区分で共通のブラン ドがほぼ同じ順位 となる傾向が

みられる｡

まとめと今後の洗馬

以上､調査票から得たデータをもとに､大学生におけるファッシ ョン ･ブラン

ドの選好､及び保有と､出身階層､到達学歴 との関係の検討を進めてきた｡今回

の限られた調査の項目による分析結果をもって､広範多岐に渡る社会的連関に組

み込まれた関係に対 して断定を行 うことは避けなければならないが､得 られた結

果は,先行研究から戦き出された仮説にとって興味深いものである｡

ブラン ドの選好において､出身階層､及び到達学歴の違いを越えて､共通した

ファッション ･ブラン ドの序列が形成 される候向がみられた｡これは､藤 田 ･宮

島他 (1992)の結果 と-放 した候向である｡一方､嗣査に先立って想定 したような､

ブラン ドの序列についての､選好 と保有における階層化傾向に関する違いは明確

にはみられなかった｡む しろ,出身階層､及び到達学歴間で違いがみられたのは,
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選好あるいは保有 されるブラン ドの横位の序列ではなく､選好あるいは保有され

るブラン ドの敦の違いであった｡この出身階層､及び到達学歴間でみ られるブラ

ンドの数の違いは､保有においてより顕著となる｡すなわち､出身階層､及び到

達学歴間で､ブラン ドの選好及び保有における､量的な差異はみられるものの､

質的な構造においては明確な差異が静められなかったのである｡

わが国においても､社会階層は再生産される侯向がみられる｡ しかし､社会階

層の再生産にともない独 自の文化の継乗が行われるわけではない｡社会階層間で

みられるのは､知弛あるいは保有の多寡ICあって､そこに構造的な断鴇はみらな

い｡みられるのは､社会階層を広範iこ横断する同一の構造である｡わが国では､

社会階層が継東される過程で､同時に社会階層間の構造的な独自性を解体 し大衆

的で均質な構造-と再編するメカニズムがはたらいているものと思われる｡先行

研究､及び今回の調査結果か ら､わが国の社会に対するこのような仮艶的展望を

形成することができる｡

ともあれ､現象の広がりと複雑 さに対 して､手元にあるのは､限られた先行研

究の結果と今回の調査結果にすぎない｡ こうした限界を考えれば､得 られたのは

暫定的な結静でしかない｡この結論を確かなものとするためにも､今後､理論､

データの両面で解析を積み重ねていくことが必要である｡

■引用文献

･石井洋二郎(1993)『差異と欲望 :プルデュー 『ディスタンクシオンJを読むJl
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好き(興味がある) 好きではない(興味がない) 知らない 合計 当世ブランドの保有.肴 当放ブランドの保有.無 合計
ベネトン 14744.01% 18154.19% 8 1.8 334100.00% 18858.39% 13441.81 322100.00%
アニエス.b 20861.49% 8227.46% 37ll.04 335100.00% 13742.55% 18557.45 322100.00%
フェンディ 5817.31% 15746.87% 12035.82 335100.00% 23 7.21% 29692.79 319100.00%
LL.ビーン 1654925% 12035.82% 5014.93 335100.00% 8426.17% 23773.83 321100.00%
コム.チ.ギャルソン 9929.84% 14443.11% 9127.25 334100.00% 28 8.18% ･-29291.82 318100.00%
オールドイングランド 5717.12% 7823.42% 19859.46 333100.00% 12 3.90% 29696.1 308100.00%
リ-バイス 26278.21% 7020.90% 3 0.9 335100.00% 25880.12% 6419.88 322100.00%
ドウイン 18755.99% 14041.92% 7 2.1 334100.00% 20262.93% 11937.07 321100.00%

ダナ一キャラン 8926.65% ー4744.01% 9829.34 334100.00% 5216.30% 26783.7 31○100.α)%
カルバン.クライン 14844.18% 15746.87% 30 8.96 335100.00% 9629B1% 22870.19 322100.00%
バリー 37ll.08% 11233.53,i 18555.39 334100.00% 19 5.97% 29994.03 318100.00%
ピンクり ウヽス 18 5.39% 22968.56% 8728.05 334100.00% 21 6.58% 29803.42 319100.00%
グッチ 13339.70% 19157.01% ll 3.28 335100.00% 5517.03% 26882.97 323100.00%
ルイ. イトン 12236.42% 20460.90% 9 2.69 335100.00% 6821.12% 25478.88 322100.00%
ミツソー二 23 6.87% 12838.21% 18454.93 335100.α)% 25 7.○1% 29192.09 318100.α)%
フェラガモ 11133.23% 18053.89% 4312.87 334100.00% 3811BO% 284881 322100.00%
′ヽ-ル.スミス 14442.99% 11133.13% 8023.88 335100.00% 5318.48% 26983.54 322100.00%
ラルフローレン 19257.86% 11935.74% 22 6.61 ~~由3100.OO篤 19660一87% 12639.13 322100.00%
エルサーチ 6118.21% 24372.54% 3ー 925 335100.00% 30 9.29% 29390.71 323100.00%

ジヨルジヨ.アルマーニ 9127.16% 21965.37% _25 7.46 335100.00% 25 7.74% 29892.26 323100.00%
レノマ 12336.83% ー8958.59% 22 6.59 334100.00% 13943.17% 18356.83% 322100,00%
J.クルー 10531.44% 10029.94% 12938.62 334100.00% 5718.04% 25981.96 316100.00%
シャネル 8826.27% 24071.64% 7 2.09 335100.00% 5717.65% 26682,35 323100.00%
ブルックス.プラザ-3 32 9.55% 7422.09% 22968.36 335100.00% 18 5.86% 28994.14 307100.00%
アルフレッド.ダンヒル 4413.13% 20962.3〇% 8224.48 335100.00% 3410.89% 28489.31 318100.00%
ケンゾー 11634.73% 20160.18% 17 5.09 334100.00% 15849.22% 16350.78 321100.00%
ゴルチエ 57ー7.07% 16750.00% 11032.93 334100.00% 30 9.40% 28990.6 319100.00%
J{-バリ- 13740.90% 1554827% 4312.84 335100.00% 1013一.48% 2206854 321100.00%
ラコステ 11032.84% 18154.03% 4413.13 335100.OO篤 11638.48% 20263.52 318100.00%

-
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別表4-2 ブラン ドの選好横位

好き(興味がある) 稔数
1.リーバイス 2827821 335100.00%
2.アニエス.b 20661.49 335100.00%
3.ラルフローレン 19257.66 333100.㈹
4.エドウィン 18755.99 334100.α)%
5.LLビーン ー8549,25 335100.00%
8.カルバン.クライン 14844.18 335100.00%
7.ベネトン 14744.01 334100.00%
8.ポール.スミス 14442.99 335100.00%
9バ ーバリー 13740.9 335100.00%
10.グッチ 13339.7 335100.00%
ll.レノマ 12336.83 334100.OO兎
12.ルイ.ヴィトン 12230,42 335100.00%
13.ケンゾー 11634.73 334100.00%
14フェラガモ 11133.23 334100.00%
15.ラコステ 11032.84 335100.00%
18.J.クルー 10531.44 334100.00%
17.コム.チ.ギャルソン 9929.64 334100.…
18.ジヨルジヨ.アルマーニ 9127.16 335100.00%
19.ダナ.キャラン 8928.85 334100.00%
20.シャネル 8826.27 335100.00%
21ノヽナ工.モリ 8920.6 335100.…
22.ヴェルサーチ 6118.21 335100.00%
23フェンディ 5817.31 335一oo.00%
24オールド.イングランド 5717.12 333100.00%
25.ゴルチエ 5717.07 334100.OO米
26.アルフレッド.ダンヒル 4413.13 335100.00%
27バリー 371-1.08 334100.00%
28.ブルックス.ブラザーズ 32 令.55 335100.00%
29.ミツソーニ 23 6.87 335100.00%

別表 413 好きではないブラン ド順位

好きではない(興味がない) 無数

1.ヴェルサーチ 24372.54% 335100.00%
2.シャネル 24071.64 335100.00%
3ノヽナ工.モリ 23088.㈹ 335100.OO牝
4.ピンクり ウヽス 2296858 334100.00%
5.ジヨルジヨ.アルマーニ 2ー965.37 335100.00%
0.7ルフレッド.ダンヒル 20962.39 335100.00%
7.ルイ.ヴィトン 20460.9 335100.α)%
8.ケンゾー 20160.18 334100.00%
9.グッチ 19157.01 335100.00%
10.レノマ 18○58.59 334100.00%
ll.ベネトン 18154.Hl 334100.00%
12.ラコステ 18154.03 335100.00%
13.フェラガモ 18053.89 334100.α)%
14.ゴルチエ 18750. 334100.00%
15.カルバン.クライン 15748.87 335100.00%
16.フェンディ 15746.87 335100.00%
17バーバリー 15546.27% 335100.00%
18.ダナ.キャラン 14744.01% 334100.00%
19コム.チ.ギャルソン ー4443.ll 334100.00%
20エドウィン 14041.92 334100.00%
21.ミツソー二 12838.21% 335100.00%
22.LL.ビーン 12035.82 335100.00%
23.ラルフローレン 11935.74 333100.00%
24.バリ- 11233.53 334100.00%
25.ポール.スミス 11133.13% 335100.00%
26.J.クル- 10029.94% 334100.00%
27.7二エス.b 9227.46 335100.00%
28オールド.イングランド 7823.42 333100.00%
2○ブルックス.ブラザーズ 7422.09 335100.00%



別表 4- 4 ブラン ド藩知串横位

故知卒 総数

1.リーバイス 99.1 335100.00%
2.ベネトン 982 334100.00%
3.シャネル 97.91 335100.00%
4エドウィン 97.9 334100.00%
5.ルイ.ヴィトン 97.31 335100.00%
6.gツチ 96.72 335100.00%
7.ケンゾー 94.91 334100.00%
8.レノマ ○3.41 334100.00%
95ルフローレン 93.39 333100.00%
10.ジヨルジヨ.アルマーニ ○2.54 335100.OO牝
ll.カルバン.クライン 91.04 335100.00%
12.ヴェルサーチ 90.75 335100.00%
13ノヽナ工.モリ 89.25 335100.00%
14.ア=エス.b 88.96 335100∬)%

15バーバリー 87.18 335100.00%
川.フェラガモ 87.13 334100.OO兎
17.ラコステ 86.87 335100.00%
18.LL,ビーン 85.07 335100.00%
19.ポール.スミス 76.12 335100.00%
20.アルフレッド.ダンヒル 75.52 335100.00%
21.ピンクリ ウヽス 73.95 334100.00%
22コム.チ.ギャルソン 72.75 334100.00%
23.ダナ.キャラン 70.66 334100,00%
24.ゴルチエ 67.07 334100.00%
25.フェンディ 64.18 335100.00%
26.J.クルー 61.38 334100.00%
27.ミツソーニ 45.07 335100.00%
28バリー 44.61 334100.00%
29オ-ルド.<ングランド 40,54 333100.㈹
30.ブルックス.ブラザーズ 31.64 335100.00%

別表 4- 5 ブラン ドの保有解任

当故ブランドの保有.有 稔敷
1JJ-バイス 25880.1 322100.00%
2.エドウィン 20282.93 321100.00%
3.ラルフローレン 19880.87 322100.OO%
4.ベネトン 18858.39 322100.00%
5.ケンゾー 15849.22 321100.00%
6.レノマ 13943.17 322100.00%
7.ア=エス.b 13742.55 322100.00%
8.ラコステ 11638.48 318一oo.00%
9ノヽナ工.モリ 10733.33 321100.00%
10.バーバリー 10131.48 321100.00%
ll.カルバン.クライン 9629.81 322100.OO篤
12.LL.ビーン 8426.17 321100,00%
13.ルイ.ヴィトン 6821.12 322100.OO篤
14.J.クルー -5718.04 316100.00%
15.シャネル 5717.65 323100.00%
16グッチ 5517.03 323100.00%
17.ポール.スミス 5~316.46 322100.00%
18.ダナ.キャラン 5216.30% 3191仰.00%
19.フェラガモ 38ll.8 322100.00%
20.アルフレッド.ダンヒル 3410.89 318100.00%
21ゴルチエ 30 9. 319100.00%
22.ヴェルサーチ 30 9.29 323100.00%
23.=ム..T-.ギャルソン 26 8.18 318100.00%
24.ミツソーニ 25 7.91 316100.00%
25.ジヨルジヨ.アルマーニ 25 7.74 323100.00%
26.7I>T'-I 23 7.21 319100.00%
27.ピンクり ウヽス 21 6.58 319100.00%
28バリー 19 5.97 318100.00%
29.ブルックス,ブラザーズ 18 5.86 307100.OO篤



別表 5- 1 男女別 ･ブラン ドの選好解任

く男性>好き(興味がある) <男性>稔計
1.リーバイス 101 78.91 128100.00%
2.エドウィン 86 5158 128100.00%
3.LLビ.-ン 57 44.53 128100.00%
4Jポール.スミス ~55 42.97 ー28100.00%
5.ラルフローレン 54 42.19 ー28100.00%
8j]ルパン.クライン 48 37.5 128100.咲)ち

7.ベネトン 47 36.72 128100.00%
8.7ニエスム 47 36.72 128100.00%
9.ジヨルジヨ.アルマーニ 40 31｣25 128100,00%
10.ラコステ -39 30.47 128100,00%
日.レノマ 37 28.91 128100.00%
12バーバリ- 34 28.58 128100.00%
1-3.ケンゾー 33 25.78 128100.00%
14.ルイ.ヴィトン _ 27 21.09 128100.00%
15｣.クルー 23 ー7.○7 128100.00%
18.グッチ 22 17.ー9 128100.00%
17.コム.チ.ギャルソン 21 18.54 127100.00%
18.アルフレッド.ダンヒル 19 14.84 128100.00%
19.ダナ.キャラン 18 14.06 128100.00%
20.ヴェルサーチ 18 14.08 128100.00%
21.フェラガモ 17 13.28 128100.00%
22.シャネル 14 10.94 128100.00%
23.ブルックス.ブラザー 13 10.10 128100.00%
24ゴJレチエ 12 9.38 128100.00%
25オールドイングランド 8 8.3 127100.00%
26ノヽナエ一モリ 8 625 128100.00%
27フェンディ 7 5,47 128100.00%
28.バリー 7 5.47 .128100.00%
29ミツソ-ニ 7 5.47 128100.00%

く女性>好きく興味がある) <女性>捨計
1.7ニエス上 15277.55 1○6100.00%
2.リ-バイス 15177.04 196100,00%
3.ラルフローレン 13368.56 194100.00%
4.エドウィン 11558.67 196100.00%
5.グッチ 10855.1 196100.00%
6.LLビ-ン 10252.04 196100.00%
7バーバリー 9950.51 196100.00%
8.カルバン.クライン 9648.98 196100.OO篤
9.A+>> 9548.72 195100.00%
10.ルイ.ヴィトン ･○246.94 196100.00%
ll.フェラガモ 9048.15 195100.00%
12.ボール.スミス 8442.88 198100,00%
13.レノマ 8342.58 195100.00%
14.ケンゾー 8041.03 195100.…
15.J.クルー 7840. 195100.00%
ー6コム.チ.ギャルソン 7437.76 198100.α)%

17.シャネル 7337.24 196100.00%
18.ラコステ 6935.2 198100.00%
19.ダナ.キャラン 6734.18 196100.00%
20.ハナ工.モリ 5729.08 198100.00%
21.フェンディ 4925. 196100.00%
22,ジヨルジヨ.アルマ-~ 4925. 196100.00%
23オールド.イングランド 4623.59 195100.00%
24ゴルチエ 4422.56 195100.00%
25.ヴェルサーチ 4221.43 196100.00%
26.JtIJ- 2914.87 195100.00%
27.7ルフレッド.ダンヒル 2412.24 196100.00%
28.ブルックス.プラザ- 1○ 9,69 196100.00%
29.ピンク.ハウス 18 8.21 195100.00%



別表 5-2 男女別 ･ブラン ド草知串頼位

く男性>.-tJIJ.;l三一 <男性>総計
1.リーバイス 98.44 128 100.00%
2エドウィン 97.6 128 100.00%
3.ベネトン 96.09 128 100.00%
4.シャネル 95.31 128 100.00%
5.ルイ.ヴィトン 94.53 128 100.00%
6.グッチ 92.97 128 100,00%
7.ジヨルジヨ.アルマーニ 89.0S 128 100.00%
8.ケンゾー 89.06 128 100.00%
9.レノマ 87. 128 100.00%
10.ラルフローレン 86.72 128 100.00%
日.ヴェルサーチ ~86.72 128 100.00%
12.hルパン.クライン 84.38 128 100,00%
13.ラコステ 79.69 128 100.00%
14.LLビーン ･77.34 128 100.00%
15.フェラガモ 76.56 128 100.00%
16.ア二エス.b 75.7 128 100.00%
17ノヽナ工.モリ 73.44 128 100.00%
18.I(-){リ- 72.66 128 100.00%
19.ポール.スミス 71.09 128 100.00%
20.アルフレッド.ダンヒル 68.75 128 100.00%
21.ダナ.キャラン 60.94 128 100.00%
22.コム.チ.ギャルソン 58.27 1127 100.00%
23.ゴルチエ 53.13 128 100.00%
24.J.クルー 50. 128 100.00%
25.ピンクり ウヽス 44.531i 128 100.00%
26フェンディ 42.19 128 100.00%
27バリー 32.03 128 100.α)ち
28.ブルックス.ブラザー 32.03 128 100.00%
29.ミツソーニ 30.47% 128 100.00%

く女性>艶知事 く女性>hi..)
1.ベネトン 100. 195 100.00%
2.ルイ.ヴィトン 100. ･196 100.α)%
3.リーバイス 89.49 196 100.00%
4.シャネル ○○.49 198 100.00%
5ノヽナ工.モリ 99.49 196 100.00%
6.ケンゾー 99.49 195 100.00%
7.グッチ 98.98 196 100.00%
8エドウィン ○8.47 196 100.00%
9.アニエスム 97.96 196 100.00%
10ノく-バリー 97.96 1○○~100.00%
ll.ラルフローレン 97.94 194 100.00%
12.レノマ 97.44 1○5 100.00%
13.カルバン.クライン 95.92 一〇8 100.00%
14.ジヨルジヨ.アルマーニ 94.9 198 100.00%
15フェラガモ 94.36 195 100.00%
16.ヴェルサーチ 93B8 196 100.∝I%

17.ピンクリ ウヽス 93.85 195 100.00%
18.ラコステ 91J84 198 100.OO米
19.LL.ビーン ○0.31 198 100.00%
20.コム.チ.ギャルソン 82.14 一〇〇 100.OO篤
21.アルフレッドーダンヒル 80.ー 196 100,00%
22ポール.スミス 7959 196 100.00%
23.ゴルチエ 78.46 195 100.α)%

24.フェンディ 78.伽 196 100.00%
25.ダナ.キャラン 77.04 198 100.00%
2○.J.クルー 68.72 195 100.00%
27点ツソ一二 55.1 198 100.00%
28.バリー 53B5 195 100.00%
29オールドイングランド 50.77 195 100.00%
30ブルックス.ブラザー 30.81 196 100.α)%



別表 5-3 男女別 ･ブラン ドの保有順位

<男性>当放ブランドの保有.育 <男性>稔数
1.リーバイス 10184.17 120100.00%
2エドウィン 80 86.67 120100.00%
35ルフ口-レン 84 52.89 121100.00%
4.ベネトン 4738.84 121100.00%
5.レノマ 4638.33 120100.α)I
6.ラコステ 3932.5 120100.00%
7.アニエス.b 3731.09 119100.00%
8ケンゾー 3629.7.5 121100.00%
9.カルJ(ン.クライン 3226.45 121100.α)%

10.ポール.スミス 2923.○7 121100,00%
ll.LL.ビーン 28 23.33 120100.00%
12バーバリー 26 21.49 121100.00%
13.7ルフレッド.ダンヒル 19 15.70% 121100.00%
14.ルイ.ヴィトン 15 12. 12ー100.00%
15.J.クルー 13 ll.02 118100.00%
16.ダナ.キャラン ー2 10.17 -118100.00%
17.ジヨルジヨ.アルマーニ 12 9.92 121100.00%
18.グッチ ll 9.09 1211仰.00%
19ブルックス.ブラザー 10 8.82 118100.00%
20.コム.チ.ギャルソン 10 8. 119100.00%
21ノヽナ工.モリ 7 5.79 121100.QO%
22.ヴェルサーチ 6 4.96 121100.00%
23.ミツソー二 5 4.24 118100.00%
24フェラガモ 5 4.17 120100.00%
25.ゴルチエ 5 4.17 120100.00%
26.J{l)- 4 3.39 118100.00%
27.シャネル 4 3.31 121100.00%
28フェンディ 3 2.5 120100.00%
29オールド.イングランド 2 1.75 114100.00%

<女性>当故ブランドの保有.育 く女性>捨数
1.リーバイス 15078.13 192100.㈹
2.ベネトン 13771.73 191100.00%
3ラルフローレン 1_2867.02 191100.00%
4ケンゾー 1186､1.78 1911QO.00%
5エドウィン 11560.21 191100.00%
8ノヽナ工.モリ 9751.05% 1○0100.00%
7.アニエス.b 9649.74 1○3100.00%
8.レノマ 9046.88% 192100.00%
9ラコステ 7338,62% 189100.α)%

10バーバリー 7237.7 191100.00%
ll.力ルパン.クライン 6232.46 191100.00%
ー2.LL.ビーン 5428.27% 191100.00%
13.シャネル 5327.6 192100,00%
14.ルイ.ヴィトン 5227.08 192100.00%
15.J.クルー 4222.34 188100.00%
18.グッチ 4121.35 192100.00%
ー7.ダナ.キャラン 3920.42% 191100.00%
18フェラガモ 3216.67 192100.OO篤
19.i)レチエ 2513.18 190100.00%
20.ヴェルサーチ 2412.5 192100.00%
21ポール.スミス 2312.04% ー91100.00%
22.ピンクり ウヽス 2010.47 1○1100.00%
23.フェンディ 1910.05 189100.00%
24.ミツソーニ 18 9.52 189100.OO篤
25コム.チ.ギャルソン 18 8.42 190100.OO篤
26.アルフレッド.ダンヒル 15 7,98 188100.00%
27.J{l)- 15 7.89% 190100.00%
28.ジヨルジヨ.アルマーニ 13 6.77 192100.00%
29オールド.イングランド 9 4.86 185100.00%



別表 6- 3 世帯所得別 ･子偏差阜

JL位 :人.( )内は構成比 (%)

JJt+年(円) -55 55-85 65- 汁

-700 30 1○ 27 73

(41.1) (21.9) (37.0) (100.○)

700-1000 28 17 31 80

(32.5) (21.2) (48.3) (loo.0)

1000- 2○ 41 ○○ 127

(20.5) (32.3) (47.2) (100.0)
汁 82 71 124 280

(29.3) (28.4) (44.3) (100.0)
*回等･不明-55

別表 6- 1 父親最終学歴別 .子偏差債

霊位 :人.( )内Ii♯成比 (%)

4主義学歴-BS 55-6与 85-- 汁

7t枚以下 糾 3T .一1 142

(一5.0) (28.1) (也.9) (100.0)

& .～ 37 51 ○3 181

以 上 (20.4) (28.2) (臥.I) (100.0)
汁 101 88 134 _323

*回等･不明-12

- 36-

別表 6- 2 母親最終学歴別 ･子偏差債

単位 ;人.( )内はgl成比 (%)

4差儀学歴 -55 55-85 65- 肘

7(枚以下 69 一5 81 115

(39.4) (25.7) (34.9) (loo.0)

短大 .大学 30 41 72 143

以 上 (21.0) (28.7) (50.3) (loo.0)

汁 ○○ 88 133 318

*回等.不明-17

別表 6-4 世帯主林業階層別 ･子偏差値

半枚 :人.( )内は■成比 (%)

■蓋儀世帯主鴨井 -55 55-85 85- 汁

捷甘薯 . 18 38 43 99

専 門 ■ (18.2) (38.4) (43.4) (100.0)

申 下 ■ 25 1○ 35 78

讐 宅 義 (32.○) (21.1) (46.0) (100.0)

嘉用労■著 2○ 18 20 81

(43.2) (28.9) (29.○) (100.○)

自首 at著 13 ll 14 88

(34.2) (28.○) (36.9) (100.0)
～ + . 1 ○ 5 6

そ の 他 (18.7) (0.0) (83.3) (100.0)

汁 86 83 117 286

*回等･不明-49



別表 7- 1 億差せ区分別 ･ブラン ドの選好顧位

<55**> 恥(恥 i

I.リーバイス 86 79.6396

2.7ニエス.b 66 61.11%

2.エドウィン 66 61.11%

51 47.22%

5.L.L.ビーン 50 46.30%

令.ベネトン 47 43.93%

6.レノマ 47 43.93%

8.カルバン.クライン 47 43.52タ̀

9.ケンゾー 43 39.81%

10.ポール.スミス 40 37.04%

ll.J{-){l)- ､ 38 35.19%

ll.グッチ 38 36.19%

13.ルイ.ヴィトン 33 30.56%

lL ラコステ 29 26.85%

15.ダナ.キャラン 26 24.30,6

15.フェラガモ 28 24.30%

17.ジ3ルジ3.Tルマ一二 26 24,07%

18.ゴム.チ.ギャルソン 24 22.22%

19.シャネル 23 21.SOX

20.∫.クルー 22 20.56%

21.ヴェルサーチ 22 20.37%

22.ハナ工.モlJ 之1 19.4▲%

23.ゴルチエ 18 16.t汀タ̀

25.7ルフレサド.ダンヒル 15 13,89%

26.オールド.イングランド 10 9.43%

27.ピンク.ハウス 8 5.61%

28.パリ- 5 も67%

29.ブルックス.ブラザーズ ■ 3.70%

く55以上65末弟> 如く触 る

1.リーバイス 68 75.56%

2.7ルエス.b 63 70.00%

3こラルフローレン 59 67.05%

I.グッチ 50 55.56%

5.L L.ビーン 48 53.33%

6.エドウィン 47 52.22%

7.J<-J<lJ- 46 51.ILK

8.カルバン.クライン 45 50.OO米

8.ルイ.ヴィトン 45 50.00%

10.ベネトン 43 47.78%

10.フェラガモ 43 47.78%

12.ボール.スミス 42 46.67%

13.∫.クルー 39 4&33%

14.ケンゾー 34 37.78%

15.ラコステ 33 36.67%

15.ダナ.キ十ラン 33 36.67%

17.シャネル 32 35.56%

18.コム.チ.ギ十ルソン 31 34.44%

19.レノマ ~29 32.22%

犯 ハナエ.モリ l 2628.89%

21.ジ7ルジ訂.アルマーニ 24 26.67%

22.オールド.イングランド 20 22.22%

23.ゴルチエ 1○ 21.11%

23.77,ンデイ 19 21.ll,i

25.ヴェルサーチ 15 16.67%

26.ブルックス.ブラザーズ 1▲ 15.56%

27.ミツソーニ 13 14.44%

27.J{])- 13 14.44%

29.Tルフレッド.ダンヒル 8 &89%

<65以上> ■l仙

I.lJ-J{イス loo 7&52%

2.ラルフロ.-レン 81 60.00%

3.TJL'エス.b 17 S7.04%

4.エドウィン 72 53.73%

5.L L.ビーン 66 48.89%

6.ボール.スミス 61 45,19%

7.ベネトン 56 41.48%

7.カルバン.クライン 56 4l.48%

9.J{-′{I)- 52 38.52%

10.ラコステ 47 3L81,6

ll.レノマ 48 34.07%

12.ダッチ 45 33.33%

13.ルイ.ヴィトン 44 32.59%

lt コム.チ.ギャルソン 43 32.09%

15.J.クルー ▲3 31.85%

16.フェラガモ 41 弧 37%

18 ジ訂ルジ ?.アルマーニ 41 30.37%

1& ケンゾー 39 29.lox

19.シャネル 33 24.44%

20.ダナ.キャラン 29 21.▲8%

21.オールド.イングランド 28 19.26%

22.ヴェルサーチ 24 17.78,i

23.フェンディ 23 17.0▲%

2▲ ハナ.i.モlJ 22 1&30%

25.7ルフレサド.ダンヒル 21 15.56%

26.ゴルチ& 20 14.93%

27.J{])- 17 12.58%

28.ブルックス.ブラザーズ 13 9.63%

28.ビンクリ､ウス 8 5,93%



別表 7-2 偏差肯区分別 ･ブラン ドの保有蕪位

く55兼■> 偉書.育

1.リーバイス 拡 8L16,i

2.エドウィン (汁 67.00%

3.ラルフローレン 56 56.45%

4.ケンゾー 5- 54.OO米

5.ベネトン 52 SL4〇%

○.レノマ 48 47.52,i

7.アニエス.b 40 39.22,i

8.ハナ工.モリ 34 34.34%

9.ラコステ 31 31.63%

10.カルパン.クライン 30 29.70%

ll.バーバリー 27 27.27%

12.L L.ビーン 22 21.78%

13.ルイ.ヴィトン 14 14.00%

14.グッチ 114 13.86%

15.ダナ.キ十ラン 13 13.00%

16.ゴルチJL 10 10,lo光

16.7ルフレッド.ダンヒル 10 10.lo光

18.シ十ネル 10 9.90%

19.フェンディ 8 7.92%

20.∫.クルー 7 7,14%

21.ポール.スミス 7 6.93%

21.ピンク.ハウス 7 6.93%

23.フェラガモ 5 4.95%.

23.ヴェルサーチ 5 4.95%

23.ジ3ルジき.アルマーニ 5 4.95%

26.ミワソーニ I 4.04%

Tt.オールド.イングランド 2 2.04%

28.J{リー 2 1.98%

t29.1ルックス.プラヴ-メ 1 1.04%

<55BU=655E*> 耕 .育

1.リーバイス 8○77.53%
2.ベネトン 84 71.91%

3.ラルフローレン ST 6LTTクー

▲.エドウィン 62 弧43%
5.ケンゾー 43 48.SIX

6.Tニエス.b 42 47.19%

7.ラコステ 36 40.○1%

8._レノマ 32 36.96,6

8.J{-J{]}- 32 35.96%
8,ハナ上.モリ 32 35.96%
ll.カルバン.クライン 29 32.58%

12.L.i.ビーン 27 30.68%

13.ルイ.ヴィトン 27 30.8▲%

lt J.クルー 25 2&41%

lS.シャネル 23 25.84%
16.7+.++5> 22 25.29%

17.ボール.スミス 21 23.86%

1& タ.rナ 21 23.60%

19.フェラガモ 17 19.log

20.ミサソーニ 12 14.12%

21.コム.チ.ギャルソン ll 12.臥,i

22.ヴェルサーチ 10 ll.24%

23.ブルックス.ブラザーズ 9 10.71%

24.ゴJL'チエ 8 9.20%

25.ジさルジ才.アルマ-ニ 8 899%

26.ピンク.ハウス 7 814%

27.バリー 7 8.05%
28.フェンディ 5 5.88%
29.アルフレッ ド.ダンヒル 5 5.68%

30.オ-ル ド.イングランド I 1.25%

<65以上> 肘 .雷

1.リーバイス 103 79.23%

2.ラルフローレン 83 63.36%

3.エドウィン 82 63.08%

4.ベネトン 71 臥.62%

5.ケンゾー 61 49.92%

6,レノマ 58 45.38%

○.丁二エス.b 55 42.64%

8.ラコステ 49 37.89%

9.I{-J<TJ- ▲1 31.SOX

令.ハナ工.モリ 41 81.30%

ll.カ′レ{ン.クライン 37 28.46%

12.L L.ビーン 34 -26.15%

1& ルイ.ヴィトン 27 20.61%

14.∫.クルー 25 I&S3%

15,ボール.スミス 25 lkO8%

18.シャネル 24 18.32%

17.グッチ 20 15.27%

1乱 丁ルフレサド.ダンヒル 19 lt73%

19.ブナ.キャラン _ 17 13.08%

20.フェラガモ 18 12.SIX

21.ヴェルサーチ lS ll,▲5%

22.コム.チ.ギャルソン 14 10.85%

23.ゴルチエ 12 9.16%

23..}3ルジ?.Tルマ一二 12 9.16%

25.J{r)- 10 7.8196

26.フェンディ lO 7.63%

TT.オールド.イングランド 9 6.98%

28.ミサソーニ 9 6.87%

29.ブルックス.プラヴ-メ 8 6.40%



別表 8- 1 世帯所得別 ･ブ ラン ドの選 好解任

く700万円宋漬〉 好き(■熊がある)

1.リー′Vス 59 80.82≠
2.エドウィン 50 68.49%
3.LL.ビーン 37 50.68%
4.アニコス.b 36 49.32%
5.ラルフローレン 36 49.32%
6.ベネトン 33 45.21%
7.レノマ 29 39.73-
8.ケンゾー 28 38.36%
9.カルバン.クライン 25 34.25≠
10.ポール.スミス 25 34.251
ll.バーバリー 24 32.88%
12.ヲコステ 24 32.88%
13.グッチ 21 28.77一
14J.クルー 21 28.77%
15ノレイ.ヴィトン 20 27.40%
16.ジヨルジヨ.ア)レ7-- 20 27.40%
17.コム.チ.ギャルソン 15 20.55%
18ノヽナ工.モリ 15 20.55%
19.フェラガモ ･14 19.44%
20.シャネル 14 19.18%
21.ダナ.キャラン ll 16.07*
22.ヴェルサーチ ll 15.07≠
23.アルフレッド.ダンtuレ ll 15.07%
24.ゴルチエ _ll 15.07%
25.オールドイングランド 8 10.96%
26.フよンデイ 5 6.85%
27.ピンク▲ハウス 4 5.48≠
28ノくリー 2 2.74%
29.ミツソーニ l 1.37%
27.ブルックス.ブラザーズ 1 1.37≠

く700万-1千万円〉 好さく井熊がある)

1.リーバイス 63 78.75-
2.アニエス.b 51 63.75%
3.エドウィン 43 53.75%
4.ラルフローレン 43 53.75■
5.L.L.ビーン 36 45.00%
6.カルバン.クライン 34 42.50%
7.ボール.スミス 33 41.25%
8ノく-バリー 32 40.00%
9.ベネトン 30 37.97%
10.グ■ツチ 30 37.50%
ll.レノマ 26 32.50%
12.フェラガモ 24 30.00%
13J.クルー 24 30.OO兎
14.ケンゾー 24 30.00%
15.コム.チ.ギャルソン 22 27.85%
16ノレイ.ヴィトン 22 27.50%
17.ヲコステ 21 26.25%
18.ジヨ′レジヨ.アルマーニ 19 23.75%
19.ダナ.キャラン 18 22.50%
20.シャネル 18 22.50%
21ノ→ナ工.モリ 14 17.50%
22.ゴ′レチエ 13 16.46%
23.オールド.イングヲンド 12 15.38%
24.7エンデイ ll 13.75%
25.ヴェルサーチ 10 12.So≠
26.バリー 9 ll.25%
27.ブルックス.ブラザーズ 9 ll.25%
28.アルブレッド.ダンヒル 8 10.00%
29.ピンク.ハウス 4 5.00%

く1千万円以上〉 好き(典味がある)

1.リーバイス 99 77.95%
2.ラルフローレン 85 ･67.46%
3.アニエス.b 83 65.35%
4.カルバン.クライン 65 51.18%
5.グッチ 64 50.39-
6.LL.ビーン 63 49.61t
7.エドウィン 63 49.61%
8ノレイ.ヴィトン 59 46.46-
9.ポール.スミス 59 46.46%
10.ベネトン 58 45.67%
ll.フェラガモ 55 43.SIS
l2.バーバリー 55 43.SIS
13.ヲコステ 47 37.01≠
14.レノマ 46 36.221
15.コムーデ.ギャルソン 45 35.43%
16.ケンゾー 44 34.92%
17.ダナ.キャラン 44 34.65%
18.ジヨルジヨ.ア′レマ一三 39 30.71%
19J.クルー 39 30.71%
20.シャネル 38 29.92%
21.フェンディ 32 25.20%
22.ヴェルサーチ 27 21.26%
23ノヽ ナ工.モリ 27 21.26%
24.オールド.イングランド 23 18.Ilk
25.アルフレッド.ダンtuレ 19 14.96%
26.ゴ′け エ 18 14.17%
27.バリー- 16 12.70%
28.ミツソーニ 15 ll.81≠
29.ブルックス.ブラザーズ 14 ll.02%



別表 8- 2 世 帯所得別 ･ブ ラン ドの保 有横位

く700万円未満〉 保有.育
1.リーバイス 61 89.71≠
2.エドウィン 53 77.94%
3.ケンゾー 34 50.75ヽ
4.ラルフローレン 34 50.00%
5.ベネトン 30 44.78%
6.レノマ 27 40.SOS
7.ラコステ 21 31.821
8.7ニエス.ら 18 26.87%
9ノヽ ナエ.モリ 17 25.37%
10.L.L.ビーン 15 22.39%
11ノミ-バリー 14 20.90%
12.カルバン.クライン 14 2D.59%
13J.ク′トー 9 13.43一
14.アルブレッド.ダンtuレ 7 10.45%
15.ダナ.キャラン 6 9.09%
16.ヴェルサーチ 6 8.82%
17.シャネル 6 8.82h
18.ボール.スミス 5 7.35%
19.ミツソーニ 4 6.06%
20.コム.チ.ギャルソン 3 4.69%
21.ビンクリ クヽス 3 4.48%

23.ゴルチエ 3 4,48%
24.グpjチ 3 4.41%
25.フェラガモ 3 4.41&
26.オールド.イングランド 2 2.99%
27.ジヨ′レジヨ.アルマ一一 2 2,94%
28.ブルックス.ブラザー. 1 I.52%
29.フェンディ 1 i.47%

く700万-1千万円〉 保有.育
1.リーバイス 62 80.52ヽ
2.エドウィン 50 64.94%
3.ラルフローレン 45 57.69%
4.ベネトン 41 52.56I
5.ケンゾー 39 50.00%
6.レノマ 36 46.15%
7.アニコス.ら 33 42.86%
8.ラコステ 31 39.74%
9ノ→ナ工.モリ 27 34.62%
10_バー′くリー- 26 33.331
ll.カルバン.クライン 22 28,21-
12.LL.ビーン 21 27.27I
13.ボール.スミス 15 19.48%
14ノレイ.ヴィトン 15 19.23%
15.シャネル ll 14.lo≠
16.ダナ.キヤヲン 9 ll.69%
17.グッチ 9 ll.54≠
18.フェラガモ _9 ll.54%
19.ジヨ′レジヨ.ア′レマ一一 9 ll.54-
20.∫.クル ー 8 10.26%
21.バリー 6 7.89も
22.アルフレッド.ダンtut, 6 7,89ヽ
23.ピンク.ハウス 6 7.79%
24.ヴェルサーチ 6 7.69I
25.ブルックス.ブラザー 5 6.85%
26.コム.チ.ギャルソン 5 6.58%
27.ミツソーニ 5 6.58%
28.7土ンデイ 4 5.l9%
29.ゴルチエ 3 3.90%

く1千万円以上〉 保有.育
1.リーバイス 95 76.61%
2.ラルフローレン 84 68.29%
3.ベネトン 81 65.32%
4.エドウィン 68 55.28も
5.ケンゾー 61 49.59*
6.アニエス.ち 55 44.35-
7.レノマ 55 44.35%
8ノヽ ナ工.モリ 49 39.521
9.ラコステ 46 37.70%
10ノく-バリー 43 34.68%
ll.カルバン.クヲイン 42 34.15%
12.ルイ.ヴィトン 40 32.26%
13.グッチ 33 26.61%
14.L.Lビーン 32 25.81%
15J.クノレ- 29 23.97%
16.ダナ.キャラこ/ 28 22.76%
17.シャネル 28 22.5机
18.ポール.スミス 24 19.35%
19.フェラガモ 19 15.45%
20.アルブレッド.ダンtUレ _19 15.32%
21.ゴルチエ 16 13.01%
22.コム.チ.ギャルソン 15 12.20%
23.ヴェルサーチ 14 ll.29%
24.ミツソーニ 13 10.66%
25.フェンディ 12 9.84%
26.ジヨルジヨ.アルマ一一 ll 8.87%
27.バリー 9 7.38%
28.ピンク.ハウス 9 7.38%
29.ブルックス.ブラザー 7 5.88%



別表 9- 1 職 業 区分別 ･ブ ラン ドの遵好順位

く経営者､専門Jk> 好き俳 味がba)

1.リーバイス 77 777純
2.アニ‡ス.b 71 71.72%
3.ラルフローレン 60 6186%
4.バーバリー 52 52.53%
5.LL.ビーン 51 51.52%
6.エドウィン 48 48.48%
7.カルバン.クライン 47 47.47-
8.グッチ 47 47.47I
9.ポール.スミス 46 46.461
10.ベネトン 42 42.42≠
ll.フェラガモ 40 40.82-
12ノレイ.ヴィトン 39 39.39一
laJ.クルー 38 3838≠
14.レノマ 37 37.37%
15.ケンゾー 36 36.731
16.ヲコステ 36 36.36%
17.ダナ.キャラン 34 34.34*
18.コム.チ.ギャルソン 33 33.33%
19.ジヨ′レジヨ.アルマ一一 30 30.301
20.シャネル 29 29,29%
21.フェンディ 24 2424-
22.オールド.イングランド 24 24.24%
23.ヴェルサーチ 21 2l.21%
24ノヽ ナエ.モリ 20 20.20%
25.ゴ′レチエ 18 18.18%
26.アルブレッド.ダンヒル 15 15.15%
27.バリー 13 13.27%
28.ミツソーニ ll ll.11%
29.ブルックス.ブラザーズ ll ll.llI

く中下級管理職〉 好さ(大仙 )

1.リーバイス 58 76.32%
2.エドウィン 46 60.53≠
3.アニエス.b 45 59,21*
4.ラルフローレこ/ 44 57.8沸
5.ベネトン 35 46.Oらl
6.L.L.ビーン 35 46.05≠
7.カルバン.クライン 34 44.74*
8.グッチ 30 39.47■
9.ポール.スミス 30 39.47%
10.レノマ 27 36.00%
ll.ヲコステ 27 35.53*
12ノく-バリー 26 34.21一
13ノレイ.ヴィトン 25 32.891
14.コム.チ.ギャルソン 22 28.95*
15.ケンゾー 22 28.95-
16.フェラガモ 21 27.631
17ノヽ ナエ.モリ 19 25.00%
18.ジヨ′レジき.ア′レマ-ニ 18 23.68%
19J.クルー 17 22.67%
20.シャネル 16 21.05-
21.ダナ.キャラン 15 19.74*
22.オールド.イングランド 13 17.Ill
23.7抑 ll 14.47-
24.ダニノレサーチ ll 14.47%
25.アルフレッド.ダンヒル ll 14.47ヽ
26.ブルックス.ブラザーズ 10 13.16%
27.ゴルチI 8 10.53%
28ノくリー 6 7.89%
29.ピンク.ハウス 6 7.89%

<遍用労働 者 > 好き(井味がある)

1.リーバイス 55 82.09%
2.エドウィン 42 62.6
3.アニエス.b 40 59.70%
4.LL.ビーン 34 50.75%
5.ラルフロ-レン 33 49.25%
6.ベネトン 30 45.45%
7.ポール.スミス 30 44.78-
8ノく-バリー 25 37.31も
9.カルバン.クライン 24 35.82%
10.グッチ 23 34.33%
ll.ケン:I- 22 32.84%
12ノレイ.ヴィトン 21 31.34%
13.レノマ 20 29.85%
14J.クルー 20 29.85%
15.ラコステ 20 29.85ヽ
16.コム.チ.ギャルソン 19 28.36I
17,フェラガモ 19 28.36I
18ノヽ ナエ.モリ 17 25.37%
19.シャネ′レ 16 23.朗≠
20.ダナ.キャラン 15 22.39%
21.ジヨ′レジヨ.アルマーニ 14 20.90%
22.ゴルチエ 13 19.40%
23.フェンディ 10 14.93%
24.ヴェルサーチ 7 10.45%
25_オールド.イングランド 6 8.96-
26.アルブレッド.ダンtut, 6 8.96≠
27ノくリー 5 7.46%
28.プJレックス.ブラザー 3 4,481
29.ピンク.ハウス 2 2.99%

< 自営業者 > 好き(井味がある)

1.リーバイス 26 68.42%
2.アここエス.b 21 55.26%
3.L.L.ビーン 21 55.261
4.カルバン.クライン 20 52.63■
5.エドウィン 18 47.37も
6.ラルフローレン 18 47.37%
7.フェラガモ 17 44.74%
8.ベネトン 15 39.47I
9.レノマ 15 39.47%
10ノレイ.ヴィトン 14 36.84%
llJ.クルー 14 36.84%
12.グッチ 13 34.21%
13.ポール.スミス 13 34.21%
14.ジヨ)レジヨ.アノー′7-ニ 12 31.58%
15.ケンゾー 12 31.58%
16.シャネル ll 28.95%
17ノく-バリー ll 28.95I
18.ダナ.キャラン 9 23.68%
19.コム.チ.ギャルソン 8 21.05%
20,ヴェルサーチ 6 15.79I
21.オールド.イングヲンド 5 13.51-
22.ゴルチエ 5 13.51*
23.フェンディ 5 13.16%
24.ブルックス.ブラザー 5 13.16*
25.ハナエ.モク 5 13.16%
26.ヲコステ 4 10.53%
27ノ<リー 3 7.8g≠
28.アルフレッド.ダンtuレ 3 7.89≠
29,ミツソーニ 1 2.63%



別 表 9- 2 職 業 区分別 ･ブ ラン ドの保 有塀位

く麓官署､専門職〉 保有.育
1.リーバイス 78 80.41I
2.ベネトン 70 72.16-
3.ラルフローレン 62 64.58I
4.エドウィン 58 59.79I
5.ケンゾー 48 50.00%
6.アニエス.ら 47 48.45-
7.レノマ 45 46.39I
8.ヲコステ 44 45.36I
9ノ<-バリー 38 39.181
10ノ→ナ工.モリ 35 36.46%
ll.カルバン.クヲイン 31 31.96-
12.L.L.ビーン 27 27.841
13.ダナ.キャラン 26 26.80-
14.ルイ.ヴィトン 22 22.681
15J.ク′トー _21 21,88I
16.グッチ 19 19.59%
17.シャネル 19 19.59%
18.ボール.スミス 18 18.75%
19.フェラガモ 17 17.71一
20.ゴ)レチエ 13 13_.40ヽ
21.ミツソーニ 12-13.04I
22.コム.チ.ギャルソン 12 12.37%
23フェンディ 1_0 10.64一
24.ブルックス.ブラザー-メ 9 9.8g≠
25.ピンクリ､クス ~ 9 9.57■
26.7ルブレッド.ダンヒル 9 9.38≠
27.アユ′レサーチ 9 9.28%
28ノくリー 8 8.42%
29.ジヨ′レジヨ.アルマーニ 8 8.25%

く中下級管理 職 〉 保有.育
1.リーバイス 58 78,3机
2.ラルフローレン 48 64.86■
3.エドウィン 46 62.16&
4.ベネトン 41 55.41一
5.ケンゾー 38 51.35-
O.レ′ノマ 34 45.95-
7.ヲコステ 30 41.67-
8ノ､ナ工.モリ 30 40.54*
9.アニエス.ち 27 36.991
10.カルバン.クライン 23 31.51%
ll.バーバリー 22 29.73-
12.L.L.ビーン 21 28.381
13.グッチ 17 22.97■
14ノレイ.ヴィトン 17 22.97I
15,ポーノレ.スミス 13 17.57%
16.シャネル 12 16.22%
17,Tルブレッド.ダンtUレ 12 16.22%
18J.クノレ- ll 15.07%
19.ヴェルサーチ 9 12.16I
20.ゴ′レチエ 8 10.96%
21.ダナ.キャラン 6 8.Ill
22.フェラガモ 6 8,11%
23.ジヨ′レジき.アルマ一一 6 8.11%
24.コムナチ.ギャルソン 5 6.94-
25.ブルックス.ブラザー 4 5.48%
26フェンディ 4 5.41%
27.ミツソーニ 4 5.41-
28ノ<リー 3 4.23-
29.オールド.イングランド 2 2.82I

く雇用労働 者 〉 保有.育
1.リーバイス 55 85.94-
2.エドウィン 43 68.25%
3.ヲルフローレン 36 56.25%
4.ケンゾー 33 52.38%
5.ベネトン 29 45.31%
6.アニエス.b 24 36.92%
7.レノマ 23 35.94I
8ノ､ナ工.モリ 22 34.38%
9.ラコステ 16 25.401
10.L.L.ビーン 16 25.00%
ll./く-′くリー 15 23.81%
12.カルバン.クライン 14 21.88-
13.シャネル 10 15.63I
14.ダナ.キヰラン 8 12.70%
15.ピンク.ハウス 8 12.5
16ノレイ.ヴィトン 7 ll.11%
17.グッチ 7 10.94-
18.ポー′レ.スミス 7 10.94*
19.∫.クノレ- 7 10.94I
20.フェラガモ 5 7.81≠
21.7土ンデイ 4 6.25%
22.ミ./ソーニ 3 4.76%
23.アルブレッド.ダンヒル 3 4.7飢
24‥コム.チ.ギャルソン 3 4.69%
25.ヴエ′レナ､-チ 3 4.69ヽ
26.オールド.イングランド 2 3.17%
27.ジ冒′レジヨ.アルマーニ 2 3.13%
28.ゴルチエ 1 1.591
29ノ<リー 11.56%

く自営業者〉 保有.育
1.リー′も√ス 25 67.57%
2.エドウィン 22 59.46%
3.ベネトン 19 51.35%
4.ラルフローレン 18 48.65%
5.アニエス.b 16 43.24%
6.レノマ 14 37.84%
7.ケンゾー 13 35.14%
8.カルバン.クライン 12 32.43%
9.′レイ.ヴィトン ll 29.73%
10.L.L.ビー-ン 10 27.03≠
ll.ヲコステ 10 27.03%
12ノヽ ナエ.モリ 10 27.03%
13ノく-バリー 9 24.321
14.J.クルー 8 22.22%
15.ポール.スミス 7 18.92%
16.フェラガモ 6 16.22I
17.シャネ′レ 6 16.22%
18.グッチ 5 13.51一
19.ブルックス.ブラザーズ 4 ll.lit
20.コム.チ.ギャルソン 4 10.81%
21.ジヨ′レジヨ.アルマーニ 4 10.81%
22.アルフレッド.ダンヒル 4 10.81%
23,ダナ.キャラン 3 8.33I
24ノく1)- 3 8.11%
25.オールド.イングランド 2 5.71%
26.フェンディ 2 5.4lI
27.ピンク.ハウス 2 5,41-
28.ミツソーニ 2 5.41-
29.グエ′レサーチ 2 5.41ヽ



別表10- 1 父親学歴別 ･ブランドの遷好順位

<高校以下> 好き(臭味がある)

1.リーバイス 113 79.02%
2.アニエス.ち 89 62.24%
3.エドウィン 81 56.64%
4.ラノレフローレン 79 56.03%
5.LL.ビーン 74 51.75%
6.ベネトン 65 45.45%
7.カルバン.クライン 62 43.36%
8.ポール.スミス 62 43.36%
9.グッチ 59 41.26%
10.レノマ 58 40.85%
ll.バーバリー 57 39.86%
12.ケンゾー 54 37.76%
13.ルイ.ヴィトン 51 35.66%
14.ラコステ 47 32.87%
15.フェラガモ 46 32.17%
16.コム.チ.ギャルソン 45 31.69%
17.∫.クルー 44 30.99%
18.ジヨルジヨ.アルマーニ 39 27.27%
19.ダナ.キャラン 37 25.87%
20.シャネル 34 23.78%
21ノ～ナ工.モリ 34 23.78%
22.ゴルチエ 29 20.28%
23.フェンディ 28 19.58%
24.ヴェルサーチ 26 18.18%
25.オールド.イングランド 23 16.31%
26.アルフレッド.ダンヒル 18 12.59%
27.バリー 13 9.15%
28.ブルックス.ブラザーズ 12 8.39%
29.ミツソーニ 10 6.99%

<短大､大学以上> 好き(井味がある)

1.リーバイス 139 76.80%
2.アニエス.ち 112 61.88%
3.ラルフローレン 106 58.56%
4.エドウィン 97 53.59%
5.LL.ビーン 85 46.96%
6.カルバン.クライン 82 45,30%
7.ポール.スミス 79 43,65%
8.ベネトン 77 42.78%
9.バーバリー 75 41.44%
10.グッチ 70 38.67%
ll.ルイ.ヴィトン 68 37.57%
12.フェラガモ 63 35.00%
13.レノマ 62 34.25%
14.J.クルー 59 32.60%
15.ラコステ 59 32.60%
16.ケンゾー 58 32.22%
17.コム.チ.ギャルソン 51 28.18%
18.シャネル 51 28.18%
19.ジヨルジヨ.アルマーニ 50 27.62%
20.ダナ.キャラン 48 26.67%
21ノ､ナ工.モリ 34 18.78%
22.オールド.イングランド 32 17.68%
23.ヴェルサーチ 32 17.68%
24.フェンディ 29 16.02%
25.ゴルチエ 25 13.89%
26.アルフレッド.ダンヒル 25 13.81%
27./{1)- 22 12.15%
28.ブルックス.ブラザーズ 20 ll.05%
29.ミツソーニ 13 7.18%



別表10- 2 父親学歴別 ･ブラン ドの保有額位

<高校以下> 保有.育
1.リーバイス 113 83.70%
2.エドウィン 88 65.67%
3.ベネトン 82 60.29%
4.ラノレフローレン 78 57.78%
5.ケンゾー 74 54.41%
6.レノマ 60 44.44%
7.アニエス.b 56 41.18%
8ノ､ナエ.モリ 49 36.30%
9.ラコステ 45 33.83%
10.カルバン.クライン 34 25.19%
ll.バーバリー 34 25.19%
12.LL.ビーン 33 24.44%
13ノレイ.ヴィトン 25 18.38%
14.シャネル 20 14.71%
15.∫.クルー 19 14.50%
16.ダナ.キャラン 19 14.18%
17.グッチ 19 13.97%
18.ポール.スミス 19 13.97%
19.アルフレッド.ダンヒル 14 10.37%
20.ゴルチエ 12 8.96%
21.フェラガモ ll 8.15%
22.コム.チ.ギャルソン 10 7.52%
23.ピンク.-クス 10 7.46%
24.ミツソーニ 9 6.67%
25.フェンディ 7 5.19%
26.ヴェルサーチ 7 5.15%
27.ジヨルジヨ.アルマーニ 7 5.15%
28.ブルックス.ブラザーズ 6 4.69%
29ノミリー 6 4.51%
30.オールド.イングランド 3 2.34%

<短大､大学以上> 保有.育
1.リーバイス 138 77.97%
2.ラルフローレン 111 62.71%
3.エドウィン 106 59.89%
4.ベネトン 100 56.82%
5.ケンゾー 80 45.71%
6.アニエス.ち 80 45.45%
7.レノマ 75 42.37%
8.ラコステ 69 39.43%
9ノミ-バリー 62 35.23%
10.カルバン.クライン 59 33.33%
11ノ､ナエ.モリ 56 31,82%
12.LL.ビーン 50 28.41%
13.ルイ.ヴィトン 43 24.43%
14.シャネル 37 20.90%
15.∫.クルー 36 20.57%
16.グッチ 34 19.21%
17.ポール.スミス 33 18.75%
18.ダナ.キャラン 32 18.29%
19.フェラガモ 27 15.25%
20,ヴェルサーチ 23 12.99%
21.アルフレッド.ダンヒル 20 ll.56%
22.ゴルチエ 18 10.29%
23.ジヨルジヨ.アルマーニ 18 10.17%
24.ミツソーニ 15 8.72%
25.フェンディ 15 8.62%
26.コム.チ.ギャルソン 15 8.57%
27./ミリー 13 7.43%
28.ブルックス.ブラザーズ 12 7.06%
29.ピンク.ハウス ll 6.29%
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